
たくさん思い出が詰まった懐かしの小学校。

新しく美術館に生まれ変わったこの場所で、

2人は結婚の誓いを交わしました。

太陽の森ディマシオ美術館
思い出の母校で結婚式
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先
に
発
足
い
た
し
ま
し
た
第
３
次
安
倍
内

閣
は
、「
地
方
創
生
」
を
内
政
の
最
重
要
課
題

に
掲
げ
、
政
府
一
丸
と
な
っ
て
人
ロ
減
少
の

克
服
と
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
対
策
を
講

じ
る
と
し
て
お
り
ま
す
。

地
方
に
お
い
て
は
、
少
子
高
齢
化
や
人
口

流
出
問
題
が
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
漁
業

の
衰
退
に
拍
車
を
か
け
る
な
ど
、
極
め
て
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
対
応

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
様
々
な
施

策
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
社
会
保
障
改
革
プ
ロ
グ
ラ

ム
法
な
ど
に
基
づ
き
、
少
子
化
対
策
、
医
療

制
度
、
介
護
保
険
制
度
な
ど
に
係
る
改
革
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
当
町
に
お
い
て
も
、「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
新
体
制
」
の
本
格
施
行

に
向
け
、
条
例
制
定
な
ど
の
準
備
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

特
に
、
市
町
村
を
保
険
者
と
す
る
国
保
財

政
は
巨
額
の
赤
字
を
抱
え
て
崩
壊
に
瀕
し
、

さ
ら
に
、
介
護
保
険
は
超
高
齢
社
会
に
対
応

し
、
持
続
可
能
な
制
度
を
構
築
す
る
こ
と
が

急
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
町
村
に
お
け
る
基
幹
産
業
で
あ
り

ま
す
農
林
漁
業
は
、
就
業
人
口
の
減
少
や
高

齢
化
、
所
得
の
減
少
な
ど
に
よ
り
低
迷
が
続

く
中
、
後
継
者
問
題
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
時
代
の
潮
流
を

し
っ
か
り
と
見
極
め
、
足
腰
の
強
い
地
域
経

済
を
構
築
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能

な
地
域
社
会
を
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
課
題
の
解
決
に

取
り
組
み
、
全
力
で
町
政
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

平
成
27
年
度
町
政
運
営
の
基
本
姿
勢
に
つ

き
ま
し
て
は
、
第
５
次
新
冠
町
総
合
計
画
に

定
め
ら
れ
た
７
つ
の
基
本
施
策
に
基
づ
き
事

業
を
実
施
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
ま
い
り

ま
す
。

各
分
野
毎
の
具
体
的
な
施
策
つ
き
ま
し
て

は
「
主
要
施
策
の
推
進
」
の
中
で
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
は
じ
め
に
、
本
年
度

策
定
予
定
の
「
地
方
版
総
合
戦
略
」
に
つ
い

て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

政
府
は
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、

東
京
一
極
集
中
を
是
正
す
る
事
で
、
１
億
人

の
人
口
維
持
を
目
指
す
と
し
た
地
方
創
生
の

「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
、
地
方
の
雇
用
創
出
、

子
育
て
支
援
な
ど
の
具
体
的
な
政
策
を
盛
り

込
ん
だ
平
成
27
年
度
か
ら
５
カ
年
の
「
総
合

戦
略
」
を
閣
議
決
定
し
、
地
方
公
共
団
体
が

自
由
に
使
え
る
交
付
金
を
新
設
し
、
平
成
26

年
度
補
正
予
算
に
続
き
平
成
27
年
度
予
算
に

反
映
さ
れ
る
事
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

更
に
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
は
、
本

年
度
中
に
「
地
方
版
総
合
戦
略
」
策
定
の
努

力
義
務
を
課
し
て
お
り
、
更
に
、
内
容
に
よ
っ

て
は
、
交
付
金
の
配
分
に
差
を
つ
け
る
な
ど
、

自
治
体
の
取
り
組
み
姿
勢
、
意
欲
が
試
さ
れ

る
内
容
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
「
地
方
版
総
合
戦
略
」
の
策
定
に
あ

た
り
、
本
年
１
月
14
日
「
新
冠
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
策
定
本
部
」
を
役
場

内
に
設
置
し
て
お
り
ま
す
が
、
出
来
る
だ
け

早
い
時
期
に
、
住
民
代
表
や
産
業
団
体
、
金

融
機
関
や
労
働
団
体
で
構
成
す
る
「
新
冠
町

総
合
戦
略
推
進
会
議
」
を
立
ち
上
げ
、
子
ど

も
達
を
含
む
多
く
の
町
民
や
各
種
団
体
な
ど

の
意
見
、
提
案
な
ど
を
募
り
、「
地
方
版
総
合

戦
略
」
の
策
定
を
進
め
る
と
共
に
、
地
域
の

活
性
化
と
人
口
減
少
を
食
い
止
め
「
若
者
に

と
っ
て
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
」「
仕
事
づ
く
り
」

「
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
」
に
取
り
組

む
た
め
に
何
が
出
来
る
の
か
、
全
庁
あ
げ
て

知
恵
を
し
ぼ
り
、「
地
方
版
総
合
戦
略
」
に
沿
っ

た
様
々
な
施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
の
積
極
的
な
経
済
対
策
に
よ
り
、
日
本

経
済
は
景
気
の
回
復
基
調
が
続
い
て
お
り
ま

す
が
、
実
態
経
済
に
お
い
て
は
、
消
費
税
率

の
引
き
上
げ
に
伴
う
駆
け
込
み
需
要
の
反
動

に
よ
る
個
人
消
費
、
設
備
投
資
な
ど
の
伸
び

悩
み
や
、
海
外
景
気
の
下
振
れ
が
引
き
続
き

景
気
を
下
押
し
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
依
然
と
し
て
景
気

が
冷
え
込
む
リ
ス
ク
を
抱
え
て
お
り
、
今
後

の
経
済
状
況
の
見
通
し
は
不
透
明
で
あ
る
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

本
年
度
、
当
町
に
お
け
る
予
算
編
成
に
あ

た
り
ま
し
て
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
地
方

財
政
の
現
状
、
経
済
情
勢
な
ど
を
踏
ま
え
、

一
般
会
計
に
お
け
る
予
算
総
額
を
前
年
度
対

比
０
・
３
％
増
の
48
億
２
４
０
０
万
円
と
し
て

お
り
ま
す
。

歳
入
に
つ
い
て
で
す
が
、
自
主
財
源
で
あ

り
ま
す
町
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
個
人
住
民

税
に
お
い
て
、
一
部
業
種
の
所
得
の
増
加
が

見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
増
収
を
見
込
ん
で
お
り

ま
す
。

法
人
町
民
税
に
お
い
て
は
、
法
人
税
率
の

引
下
げ
に
よ
る
影
響
が
あ
る
も
の
の
、
一
部

業
種
に
お
い
て
低
迷
期
か
ら
の
脱
却
が
み
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
を
見

込
ん
で
お
り
ま
す
。

次
に
、
固
定
資
産
税
で
す
が
、
宅
地
分
譲

に
よ
る
新
築
住
宅
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に

よ
る
家
屋
に
か
か
る
固
定
資
産
税
の
増
収
を

見
込
で
お
り
ま
す
が
、
今
年
度
は
、
３
年
に

１
度
の
評
価
替
え
の
年
と
な
り
、
不
動
産
鑑

定
に
よ
り
宅
地
、
建
物
が
減
額
評
価
と
な
る

見
込
み
で
あ
り
ま
す
。
町
税
全
体
で
は
前
年

度
対
比
１
・
９
％
の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
地
方
交
付
税
で
す
が
、
起
債
償
還

額
の
減
少
と
、
昨
年
度
交
付
さ
れ
た
実
績
を
考

慮
し
、
前
年
度
対
比
５
％
減
の
27
億
７
千
万

円
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

次
に
、
歳
出
に
つ
い
て
で
す
が
、
本
年
度
は
、

第
５
次
新
冠
町
総
合
計
画
に
基
づ
く
各
種
事

業
を
推
進
す
る
と
共
に
、
新
た
な
課
題
に
も

対
応
し
な
が
ら
持
続
可
能
な
町
政
運
営
を

行
っ
て
い
く
た
め
、
限
ら
れ
た
財
源
を
重
点

的
、
か
つ
効
果
的
に
配
分
す
る
こ
と
を
基
本

に
、
財
政
収
支
や
将
来
負
担
を
見
据
え
、
投

資
的
経
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
緊
急
度
や
優

先
度
の
高
い
事
業
か
ら
実
施
す
る
よ
う
、
予

算
計
上
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
結
果
、
６
つ
の
特
別
会
計
の
予

算
総
額
は
、
23
億
８
７
１
７
万
５
千
円
と

な
っ
て
お
り
、
一
般
会
計
を
含
む
総
額
は
、

72
億
１
１
１
７
万
５
千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

①
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

は
じ
め
に
、「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
及
び
「
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

国
は
、
消
費
税
率
の
引
上
げ
に
よ
る
影
響

を
緩
和
す
る
た
め
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
低

所
得
者
世
帯
に
対
す
る
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」

及
び
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
「
子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
」
の
支
給
が
、
本
年
度
も

継
続
さ
れ
ま
す
。

両
給
付
金
共
に
制
度
が
見
直
さ
れ
、
減
額

支
給
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
国
か
ら
の
具

体
的
な
実
施
方
法
が
示
さ
れ
、
給
付
を
開
始

す
る
体
制
が
整
い
次
第
、
支
給
事
務
を
開
始

す
る
こ
と
で
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
婚
姻
の
届
出
を
さ
れ
た
町
民
の
方
々

に
対
し
、
人
生
の
節
目
と
し
て
良
い
思
い
出

と
な
る
よ
う
「
結
婚
記
念
品
」
を
贈
り
祝
福

す
る
こ
と
で
、
気
持
ち
が
通
う
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
で
す
。

成
年
後
見
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度
か

ら
権
利
擁
護
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
設
け
る
と
共
に
、
案

件
の
対
応
に
関
し
ま
し
て
は
、
社
会
福
祉
法

人
、民
生
委
員
、法
務
局
な
ど
で
組
織
す
る
「
成

年
後
見
運
営
委
員
会
」
を
設
置
し
、
適
切
な

支
援
を
推
進
す
る
と
共
に
、
資
産
が
無
い
な

ど
の
経
済
的
弱
者
の
方
々
も
利
用
で
き
る
よ

う
費
用
の
助
成
を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
年
々
増
加
し
て
お
り
ま
す
在
宅
高

齢
者
の
支
援
と
し
て
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
中
心
と
な
り
、
介
護
や
認
知
症
の
予

防
事
業
の
拡
充
を
図
る
と
共
に
、
見
守
り
見

回
り
体
制
を
地
域
の
皆
さ
ん
と
構
築
し
、
さ

ら
に
移
送
サ
ー
ビ
ス
や
買
い
物
支
援
事
業
の

拡
充
や
、
ふ
れ
あ
い
夕
食
利
用
者
へ
の
保
健

師
や
栄
養
士
、
歯
科
衛
生
士
の
訪
問
な
ど
、

人
と
の
繋
が
り
を
絶
や
さ
な
い
こ
と
と
、
身

体
機
能
低
下
な
ど
の
予
防
を
重
点
に
、
こ
れ

ま
で
の
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
万
が
一
、
病
気
や
介
護
な
ど
が

必
要
と
な
っ
た
場
合
に
、
医
療
、
介
護
施
設
、

在
宅
支
援
な
ど
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
切
れ
目

な
く
提
供
す
る
た
め
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
体

制
を
整
備
し
、
安
心
し
て
生
き
が
い
の
あ
る

生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
環
境
整
備

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
児
童
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て
で
す

が
、
本
年
度
か
ら
、
国
の
「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
新
制
度
」
へ
の
移
行
に
伴
い
、
教
育
、

保
育
施
設
の
利
用
者
負
担
は
、
公
立
、
私
立

と
も
共
通
し
た
利
用
者
負
担
額
と
な
り
ま
す

が
、
町
が
設
定
し
て
い
る
軽
減
措
置
は
、
新

制
度
に
お
い
て
も
継
続
し
、
負
担
の
増
加
と

な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
と
共
に
、
同
一

世
帯
で
複
数
の
子
ど
も
が
利
用
し
て
い
る
世

帯
へ
の
多
子
軽
減
に
つ
き
ま
し
て
も
、
国
の

基
準
を
拡
大
し
、
幼
稚
園
児
と
保
育
園
児
の

区
分
な
く
、
小
学
３
年
生
ま
で
軽
減
の
範
囲

を
拡
大
し
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
で
す
が
、

本
年
度
、
本
町
地
区
に
開
設
予
定
の
「
就
業
・

地
域
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
で
生
活
す
る
障
が
い
者

の
日
常
生
活
支
援
や
就
業
支
援
、
相
談
支
援
な

ど
の
事
業
と
積
極
的
に
連
携
し
、
障
が
い
者
の

方
々
の
自
立
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
在
宅
の
障
が
い
者
の
方
々
の
生

活
改
善
を
支
援
す
る
た
め
、
介
護
施
設
で
行

う
入
浴
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
送
迎
業
務
へ
の
助

成
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
障
が
い
者
の
雇
用
や
就
労
支
援
を

行
う
「
日
高
中
部
障
害
者
職
親
会
」
に
対
し
、

本
年
度
か
ら
新
た
に
活
動
費
の
助
成
を
行
い
、

障
が
い
者
の
雇
用
機
会
の
創
出
を
は
じ
め
、

地
域
の
事
業
主
の
方
々
や
関
係
機
関
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
保
健
の
拡
充
に
つ
い
て
で
す
が
、

平成 27年度町政執行方針

始
め
に

 

平
成
27
年
度
の

主
な
施
策
の
推
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に
つ
い
て

平
成
27
年
度
町
政
運
営
の

　
　

基
本
姿
勢
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成
27
年
度
予
算
に
つ
い
て
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地
の
修
繕
工
事
を
行
い
、
快
適
な
居
住
環
境

を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
一
般
住
宅
に
お
け
る
耐
震
改
修
や

省
エ
ネ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
の
改
修
工
事

に
対
す
る
補
助
事
業
で
あ
り
ま
す
「
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
金
交
付
事
業
」
を
、
本
年
度

も
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
水
道
事
業
に
つ
い
て
で
す
が
、
安

全
で
安
心
な
給
水
を
め
ざ
し
「
新
冠
・
節
婦

地
区
簡
易
水
道
統
合
事
業
」
に
よ
る
老
朽
管

の
取
り
換
え
工
事
を
、
本
年
度
は
新
冠
市
街

地
内
で
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、「
新
冠
第
二
地
区
簡
易
水
道
拡
張
事

業
」
に
よ
り
、
美
宇
地
区
へ
の
水
道
水
の
安

定
供
給
を
図
れ
る
よ
う
、
芽
呂
浄
水
場
の
改

修
工
事
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
併
せ
て
、
道

営
事
業
に
よ
る
芽
呂
浄
水
場
へ
の
導
水
管
の

調
査
設
計
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

次
に
、
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
で
す
が
、

「
新
冠
ポ
ン
プ
場
長
寿
命
化
計
画
」
を
策
定
し
、

建
物
の
修
繕
計
画
を
立
て
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
ポ
ン
プ
等
機
械
電
気
設
備
に
係
る

「
長
寿
命
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
新
冠
駅
前
及

び
中
央
町
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
所
の
機
械

及
び
電
気
設
備
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

次
に
、
河
川
事
業
に
つ
い
て
で
す
が
、
堆

積
土
の
除
去
や
立
木
伐
採
な
ど
に
よ
る
河
川

断
面
の
確
保
を
図
る
と
共
に
、
護
岸
等
破
損

箇
所
の
補
修
工
事
を
行
い
、
災
害
防
止
対
策

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
道
路
事
業
に
つ
い
て
で
す
が
、
本

年
度
、
完
成
を
め
ざ
す
東
川
地
区
か
ら
芽
呂

地
区
を
結
ぶ
幹
線
道
路
は
、
引
き
続
き
道
営

事
業
に
よ
り
改
良
舗
装
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
夕
日
ケ
丘
団
地
線
の
改
良
舗
装
工

事
、
及
び
大
狩
部
勝
山
紺
野
線
な
ど
の
舗
装

工
事
、
オ
ー
バ
ー
レ
イ
工
事
の
継
続
に
よ
り
、

交
通
安
全
対
策
、
道
路
機
能
の
向
上
、
及
び

道
路
施
設
の
予
防
保
全
に
努
め
、
一
層
の
災

害
防
止
対
策
、
減
災
対
策
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

次
に
、
公
共
交
通
の
確
保
に
つ
い
て
で
す
。

自
家
用
車
の
普
及
や
人
口
減
少
、
と
り
わ
け

少
子
化
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
日
高
線

及
び
道
南
バ
ス
の
利
用
人
数
が
年
々
減
少
し

て
お
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
赤
字
経
営
も
恒
常

化
し
て
い
る
非
常
に
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り

ま
す
が
、
一
方
で
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
交

通
弱
者
が
増
加
し
、
地
域
公
共
交
通
の
果
た

す
役
割
は
重
要
度
を
増
す
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
よ
り
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
捉

え
た
「
地
域
の
足
」
を
確
保
す
る
こ
と
が
、

将
来
を
展
望
し
た
町
づ
く
り
に
お
い
て
必
要

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
地
域
公
共
交
通
の
活
性

化
を
図
る
た
め
の
法
定
協
議
会
を
、
平
成
20

年
度
に
設
置
し
、
利
便
性
の
向
上
と
効
率
的

で
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
の
確
立
を
目

指
し
協
議
検
討
を
進
め
、
平
成
23
年
度
か
ら

西
新
冠
地
区
に
お
い
て
既
存
路
線
バ
ス
を
廃

止
し
、
新
た
に
自
宅
送
迎
型
の
デ
マ
ン
ド
バ

ス
を
運
行
し
て
お
り
、
利
用
者
数
は
以
前
の

約
３
倍
、
運
行
経
費
は
約
３
割
削
減
と
い
う

成
果
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。
新
年
度
か
ら
は
、

運
行
を
１
便
増
や
し
更
に
利
便
性
の
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
道
南
バ
ス
泉
線
を
廃
止
し
、
町
内

全
域
及
び
新
ひ
だ
か
町
静
内
地
区
の
医
療
機

関
へ
の
送
迎
機
能
を
付
加
し
た
町
独
自
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
導
入
し
、
高
齢
者
や
子

ど
も
な
ど
の
交
通
弱
者
が
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
利
用
し
や
す
い
地
域
公
共
交
通
の
確
保
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

④
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

は
じ
め
に
、
防
災
対
策
に
つ
い
て
で
す
。

東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
、
過
去
の
災
害

の
記
憶
が
人
々
か
ら
薄
れ
つ
つ
あ
る
中
、
災

害
に
よ
る
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
た
め
の
防
災

事
業
を
実
施
し
、
自
助
及
び
地
域
に
よ
る
共

助
の
意
識
醸
成
、
向
上
に
努
め
、
町
民
と
共

に
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
防
災
備
蓄
品
の
更
新
、
補
充

や
既
存
の
設
備
の
維
持
管
理
を
行
う
と
共
に
、

津
波
や
大
雨
、
土
砂
災
害
な
ど
の
自
然
災
害

に
対
し
、
速
や
か
に
対
応
で
き
る
よ
う
危
機

管
理
体
制
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
交
通
安
全
及
び
防
犯
対
策
に
つ
い

て
で
す
が
、
交
通
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
人
命
の
尊
さ
を
認
識

し
、
日
常
生
活
を
通
じ
て
自
主
的
に
交
通
安

全
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

た
め
に
は
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

本
年
度
も
町
交
通
安
全
推
進
委
員
会
と
連

携
し
、
啓
発
活
動
や
道
路
交
通
環
境
整
備
な

ど
の
総
合
的
な
交
通
安
全
対
策
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
町
民
生
活
の
安
全
の
確
保
、
及

び
地
域
の
安
全
の
確
保
に
向
け
、
新
冠
町
防

犯
協
会
や
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
安
全

で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
ま
い
り

ま
す
。

⑤
力
強
く
安
定
し
た
産
業
づ
く
り

は
じ
め
に
、
農
業
の
振
興
に
つ
い
て
で
す

が
、
農
業
は
、
町
の
基
幹
産
業
と
し
て
こ
れ

ま
で
大
き
く
地
域
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る

と
共
に
、国
民
の
生
命
と
健
康
を
支
え
る
「
食
」

の
原
点
と
し
て
、
安
全
、
安
心
を
基
本
と
し

た
良
質
な
農
畜
産
物
の
生
産
が
求
め
ら
れ
て

年
代
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
快
適
な

生
活
を
送
れ
る
よ
う
生
活
習
慣
の
改
善
に
つ

な
げ
る
健
診
や
、
各
種
予
防
事
業
を
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
本
年
度
は
、
脳
神

経
疾
患
領
域
の
医
療
を
身
近
な
と
こ
ろ
で
受

診
で
き
る
よ
う
、
新
た
に
移
動
健
診
車
に
よ

る
脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
特
定
健
診
と
併
せ
て
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
将
来
の
保
健
活
動
の
担
い
手
と
な

る
保
健
師
志
望
者
の
職
場
体
験
事
業
「
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
」
を
創
設
し
、
人
材
確

保
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
26
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り

ま
す
、「
妊
婦
健
診
交
通
費
助
成
事
業
」「
出
産

時
宿
泊
費
助
成
事
業
」
及
び
新
ひ
だ
か
町
立
静

内
病
院
と
共
同
運
営
し
て
お
り
ま
す
に
「
婦
人

科
」
つ
き
ま
し
て
も
継
続
し
、
経
済
的
、
精
神

的
な
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

医
療
費
の
助
成
に
つ
い
て
で
す
が
、
子
育

て
世
代
へ
の
精
神
的
、
経
済
的
な
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
、
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
の
助

成
「
子
ど
も
医
療
費
」
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
は
、
日
高
管
内
を
除
く
一
部
医
療

機
関
に
お
い
て
、
窓
口
で
一
度
医
療
費
を
支

払
い
い
た
だ
き
、
申
請
に
基
づ
き
お
返
し
を

す
る
と
い
う
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
本
年
８
月
か
ら
全
道
の
医
療
機
関

で
現
物
給
付
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
医

療
機
関
で
の
支
払
い
が
な
く
な
り
ま
す
。

次
に
、
国
民
健
康
保
険
の
運
営
に
つ
い
て

で
す
が
、
近
年
の
国
保
会
計
の
運
営
悪
化
を

踏
ま
え
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
か
ら
、
一

定
の
繰
入
を
継
続
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
保

険
税
の
税
率
を
引
き
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

国
保
会
計
の
財
政
基
盤
の
安
定
化
が
図
ら
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

言
う
ま
で
も
な
く
国
保
会
計
は
、
医
療
費

や
介
護
給
付
費
の
増
減
に
大
き
く
左
右
さ
れ

る
会
計
で
す
の
で
、
疾
病
や
介
護
の
予
防
、

早
期
発
見
、
早
期
治
療
は
、
重
要
な
要
素
で

ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
健
康
診
断
を
は
じ
め
と
す
る
、

各
種
予
防
事
業
と
連
携
し
、
医
療
や
介
護
の

費
用
軽
減
を
図
り
、
安
定
的
な
保
険
運
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
国
民
健
康
保
険
診
療
所
の
運
営
に

つ
い
て
で
す
が
、
国
保
診
療
所
は
、
町
内
唯

一
の
一
次
医
療
圏
に
お
け
る
医
療
機
関
と
し

て
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
保
持
の
た
め
、

現
状
に
お
け
る
必
要
不
可
欠
な
医
療
休
制
を

確
保
す
る
こ
と
と
し
て
、
救
急
等
緊
急
時
を

含
む
24
時
間
診
療
体
制
を
維
持
し
、
併
せ
て

疾
病
の
予
防
、
治
療
、
機
能
訓
練
を
一
体
化

し
た
効
率
的
で
効
果
的
な
医
療
を
提
供
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
専
門
医
に
よ
る
定
期
診
療
に
つ
き

ま
し
て
は
、
現
在
、
月
２
回
の
循
環
器
診
療

と
週
１
回
の
整
形
外
科
診
療
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
が
、
共
に
受
診
需
要
が
高
い
診
療
科

目
で
あ
り
ま
す
の
で
、
本
年
度
に
お
い
て
も

引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一
方
、
運
営
面
に
お
い
て
は
、
外
来
患
者

の
減
少
や
施
設
の
老
朽
化
な
ど
、
解
決
す
べ

き
諸
問
題
が
山
積
し
て
お
り
、
診
療
所
運
営

は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
中
で
も
外

来
患
者
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
深
刻
な

状
況
と
捉
え
て
お
り
、
積
極
的
に
患
者
を
増

す
対
策
を
進
め
る
こ
と
が
急
務
で
あ
り
、
こ

れ
が
診
療
所
運
営
全
体
の
活
性
化
に
繋
が
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
に
お
き
ま
し
て
は
、
常
勤
内
科
医
師

３
名
体
制
に
よ
る
疾
病
の
予
防
、
治
療
、
機

能
訓
練
を
一
体
化
し
た
効
率
的
で
効
果
的
な

医
療
を
提
供
し
、
予
防
事
業
の
推
進
も
図
り

な
が
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
医
療
の
安
心
安

全
と
健
康
保
持
の
た
め
、
よ
り
き
め
細
か
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
心
掛
け
診
療
所
運
営
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
潤
い
の
あ
る
環
境
を
創
設
す
る
ま
ち
づ
く
り

は
じ
め
に
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

で
す
が
、
省
エ
ネ
、
二
酸
化
炭
素
削
減
に
よ

る
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
貢
献
す
る
取
り
組

み
を
各
家
庭
か
ら
広
め
、
そ
の
推
進
を
図
る

た
め
、
平
成
24
年
度
か
ら
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
や
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
な
ど
の
住
宅
機
器
導

入
、
及
び
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
転
換
な
ど
に
対

す
る
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
助
成
事
業
」
を
、
本
年
度
も
継
続
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
各
地
域
に
設
置
さ
れ
て
い
る
街
路

灯
に
つ
き
ま
し
て
も
、
引
続
き
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に

対
し
て
補
助
を
行
い
、
そ
の
推
進
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
ご
み
処
理
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
の
推

進
に
つ
い
て
で
す
が
、
平
成
15
年
度
か
ら
ご

み
の
減
量
化
と
資
源
ご
み
の
分
別
収
集
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
環
境
保
全
や
資
源

の
有
効
活
用
か
ら
も
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の

推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
環
境
衛
生
の
推
進
に
つ
い
て
で
す

が
、
生
活
雑
排
水
に
よ
る
環
境
汚
染
を
防
止

し
、
生
活
の
質
や
公
衆
衛
生
の
向
上
の
た
め
、

平
成
13
年
度
か
ら
制
度
化
し
て
お
り
ま
す
「
合

併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
助
成
事
業
」
を
、

本
年
度
も
「
定
住
・
移
住
促
進
制
度
」
の
対

象
分
も
含
め
、
合
併
浄
化
槽
の
設
置
者
に
対

す
る
助
成
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

③
快
適
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

は
じ
め
に
、
公
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

「
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
」
に
基
づ
き
、

国
の
交
付
金
事
業
を
利
用
し
た
「
ひ
が
つ
ら

団
地
」
の
内
部
改
修
工
事
を
は
じ
め
、
各
団
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の
周
辺
に
、
稚
ダ
コ
保
育
礁
の
設
置
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
幼
稚
仔
の
生
育
を
保
全

し
、
効
果
的
な
生
産
基
盤
の
構
築
に
期
待
で

き
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
支
援
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
希
少
資
源
で
あ
る
マ
ツ
カ
ワ
は
、

日
高
海
域
に
お
い
て
順
調
に
漁
獲
量
の
増
加

が
見
ら
れ
ま
す
が
、
安
定
し
た
所
得
の
確
保

に
向
け
て
関
係
団
体
と
連
携
し
、
魚
価
の
向

上
と
販
路
拡
大
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
資
源
回
復
の
た
め
、
ホ
ッ
キ
漁
場

の
耕
う
ん
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
「
水
産
多

面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
年
度
が
事
業
完
了
年
と
な
り
、
ま
た
、

コ
ン
ブ
礁
へ
の
胞
子
付
着
が
乏
し
い
状
況
か

ら
、
事
業
実
施
を
見
合
わ
せ
て
き
た
コ
ン
ブ

投
石
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
漁
業
者
や
関

係
団
体
を
交
え
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
や

事
業
効
果
な
ど
に
つ
い
て
検
証
を
行
い
、
次

年
度
以
降
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

地
元
漁
業
者
か
ら
、
各
種
要
望
を
受
け
て

お
り
ま
す
漁
港
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

早
期
に
整
備
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
引
き
続
き

関
係
機
関
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
で
す
が
、

商
工
業
の
経
済
活
動
は
、
人
々
の
働
く
場
の

提
供
と
、
様
々
な
商
品
、
産
品
、
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
、
町
民
の
日
常
生
活
を
支
え
る
重

要
な
経
済
基
盤
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
活
力

あ
る
商
工
業
の
振
興
を
図
る
た
め
に
は
、
商

工
会
の
機
能
を
最
大
限
に
発
揮
し
て
い
た
だ

き
、
社
会
や
消
費
者
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応

で
き
る
会
員
の
経
営
改
善
や
新
規
事
業
へ
の

取
り
組
み
な
ど
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
た

だ
き
た
く
、
引
き
続
き
商
工
会
活
動
へ
の
支

援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
26
年
度
の
国
の
補
正
予
算
で

措
置
さ
れ
ま
し
た
「
地
域
住
民
生
活
等
緊
急

支
援
の
た
め
の
交
付
金
事
業
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
事
業
主
体
と
な
り
ま
す
商
工
会
と
連

携
を
図
り
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
と
し

て
活
用
を
進
め
、
地
元
消
費
の
拡
大
と
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
が
、
こ
の
取
り
組
み
は
一
過
性
の

も
の
で
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
今
後
に
お
い

て
も
財
貨
を
可
能
な
限
り
町
内
で
循
環
さ
せ

る
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

雇
用
対
策
に
つ
い
て
で
す
が
、
技
能
職
労

働
者
の
人
材
確
保
と
育
成
の
た
め
、
引
き
続
き

資
格
取
得
費
へ
の
助
成
を
行
う
と
共
に
、
季
節

労
働
者
や
失
業
者
に
対
す
る
通
年
雇
用
の
促
進

に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
ひ
だ
か
町
と
共
同
で
設

置
を
し
て
お
り
ま
す
「
日
高
中
部
通
年
雇
用
促

進
協
議
会
」
を
は
じ
め
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
関

係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
雇
用
機
会
の
確
保

と
安
定
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
国
が
策
定
し
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
当
町

の
地
域
特
性
や
未
利
用
資
源
の
有
効
活
用
、

農
林
漁
業
と
の
連
携
や
新
分
野
へ
の
参
入
な

ど
、
新
た
な
雇
用
の
創
出
や
雇
用
機
会
の
拡

大
に
つ
い
て
、
関
係
団
体
や
有
識
者
な
ど
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
観
光
振
興
に
つ
い
て
で
す
が
、
新

冠
温
泉
や
乗
馬
ク
ラ
ブ
、
道
の
駅
な
ど
、
い

ず
れ
も
建
設
か
ら
一
定
の
年
数
が
経
過
し
老

朽
化
も
進
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
必
要
な
改

修
を
行
い
利
用
者
の
快
適
性
や
安
全
性
の
確

保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

特
に
、
新
冠
温
泉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
26
年
度
に
実
施
し
た
「
施
設
老
朽
化
度
調

査
結
果
及
び
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
提
案
」
も
受

け
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
の
経
営
や
集
客

対
策
な
ど
も
踏
ま
え
た
上
で
、
取
り
組
み
や

対
応
を
具
体
化
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
ソ
フ
ト
面
で
は
、
観
光
協
会
の
事

務
局
に
、
町
の
企
画
課
長
と
観
光
係
２
名
が

加
わ
り
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
観
光
振
興
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑥
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ

た
人
づ
く
り

少
子
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
新
冠
町
が
生

涯
に
わ
た
り
誰
も
が
「
生
き
生
き
」
と
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
は
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会

が
一
体
と
な
っ
た
人
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
本
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
す
「
新

教
育
委
員
会
制
度
」
の
「
総
合
教
育
会
議
」
を

実
施
し
、
教
育
委
員
会
と
の
協
議
、
調
整
を
図

り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
教
育
委
員
会
と

緊
密
な
連
携
を
取
り
「
生
き
生
き
ふ
る
さ
と
教

育
」
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

は
じ
め
に
、
学
校
教
育
に
つ
い
て
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
に
適
応
し
た
「
た
く
ま
し

く
生
き
る
力
を
育
む
児
童
生
徒
」
の
た
め
、

学
力
向
上
を
目
指
し
た
授
業
改
善
を
図
り
、

環
境
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
特
色
あ
る
教
育
を
進
め
る

た
め
、
地
域
と
学
校
と
の
連
携
を
図
り
、
開

か
れ
た
学
校
、
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
に

つ
い
て
支
援
、
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園
ド
・
レ
・
ミ
で
は
、
従
来

の
教
育
、
保
育
の
一
層
充
実
を
図
る
と
共
に
、

本
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
「
子
育
て
支
援

制
度
」
に
よ
る
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
機

能
の
充
実
を
図
り
、
子
育
て
環
境
の
整
備
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

認定こども園の子育て支援センター

水産多面的機能発揮対策事業

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
年
度
に
つ
き
ま
し

て
も
各
振
興
会
活
動
へ
の
支
援
の
ほ
か
、
農

業
者
や
農
協
、
関
係
団
体
と
の
連
携
を
深
め
、

力
強
く
持
続
性
の
あ
る
農
業
生
産
基
盤
の
確

立
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
全
般
の
取
り
組
み
と
し
ま
し
て
、
地

域
の
中
心
経
営
体
な
ど
の
育
成
や
耕
作
地
の

効
率
的
な
流
動
化
を
促
進
す
る
た
め
の
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
の
作
成
や
、
生
産
条
件
の
不

利
な
中
山
間
地
域
で
の
共
同
活
動
に
対
す
る

「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
」
の
活
用
に

向
け
、
対
象
農
地
の
選
定
や
地
域
と
の
調
整

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、「
農
業
支
援
員
制
度
」
や
国
の
「
青

年
就
農
給
付
金
事
業
」
を
活
用
し
、
新
規
就

農
者
の
受
入
れ
や
農
家
子
弟
の
Ｕ
タ
ー
ン
を

促
進
す
る
と
共
に
、
独
立
に
向
け
て
必
要
な

施
設
整
備
へ
の
支
援
や
独
身
農
業
者
の
パ
ー

ト
ナ
ー
対
策
、
農
作
業
機
械
の
資
格
取
得
へ

の
助
成
な
ど
、
農
業
の
担
い
手
育
成
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

水
稲
及
び
畑
作
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

水
田
営
農
と
畑
作
を
中
心
と
し
た
「
経
営
所

得
安
定
対
策
事
業
」
の
円
滑
な
実
施
を
進
め
、

安
定
的
な
農
産
物
の
生
産
と
農
業
所
得
の
確

保
に
努
め
る
と
共
に
、
水
稲
に
つ
き
ま
し
て

は
生
産
過
剰
に
あ
る
主
食
用
米
の
需
給
見
通

し
に
鑑
み
、
飼
料
用
米
の
生
産
、
調
整
及
び

流
通
に
向
け
た
取
り
組
み
や
、
さ
ら
な
る
生

産
コ
ス
ト
低
減
へ
の
検
討
を
進
め
、
施
設
野

菜
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の

増
棟
や
自
動
換
気
装
置
の
整
備
に
つ
い
て
引

き
続
き
支
援
を
行
う
と
共
に
、
道
内
一
の
産

地
と
し
て
安
定
し
た
成
長
を
持
続
し
て
い
る

ピ
ー
マ
ン
生
産
に
つ
き
ま
し
て
は
、
選
果
や

出
荷
体
制
の
充
実
を
図
り
、
今
後
の
増
産
計

画
に
資
す
る
た
め
、
共
同
選
果
施
設
の
整
備

に
向
け
て
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

軽
種
馬
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
場
で

の
売
却
率
や
取
引
価
格
は
、
共
に
回
復
の
兆

し
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
軽
種
馬
振
興
会
や
関

係
団
体
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、「
競
走
馬

生
産
振
興
事
業
」
の
活
用
や
飼
養
管
理
技
術

の
伝
達
な
ど
、
強
い
馬
づ
く
り
を
推
進
す
る

と
共
に
、
販
売
対
策
で
は
引
き
続
き
コ
ン
サ

イ
ナ
ー
費
用
へ
の
助
成
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た
売
り
馬
情
報
シ
ス
テ
ム
の
取
り

組
み
に
対
し
て
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ッ
カ
イ
ド
ウ
競
馬
や
地
方
競
馬

で
の
協
賛
レ
ー
ス
や
ア
イ
バ
祭
の
実
施
な
ど
、

売
上
向
上
対
策
へ
の
支
援
も
引
き
続
き
行
い
、

馬
産
地
と
し
て
競
馬
事
業
の
振
興
に
努
め
、

新
冠
産
馬
の
取
引
向
上
に
つ
な
げ
て
ま
い
り

ま
す
。

酪
農
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
良
質
な
生

乳
の
生
産
や
、
ゆ
と
り
と
豊
か
さ
を
持
っ
た

酪
農
経
営
の
た
め
に
、
乳
牛
検
定
組
合
や
酪

農
ヘ
ル
パ
ー
組
合
へ
の
支
援
を
継
続
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
町
有
牧
野
で
の
預
託
事
業
を
通
じ

て
、
自
給
飼
料
及
び
労
働
力
の
不
足
を
解
消

し
、
放
牧
管
理
を
介
し
た
家
畜
の
健
康
増
進

と
健
全
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

肉
牛
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
和
牛
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
適
正
な
飼
育
管
理
や
、
な
お

一
層
の
肥
育
技
術
の
向
上
に
努
め
る
と
共
に
、

当
セ
ン
タ
ー
の
利
用
を
促
進
し
、
育
種
価
デ
ー

タ
を
活
用
し
た
能
力
の
高
い
繁
殖
雌
牛
の
選

抜
を
進
め
、
効
率
的
な
和
牛
改
良
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
育
種
価
能
力
の
高
い
町
有
牛
か
ら

採
卵
し
た
受
精
卵
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
和
牛
改
良
組
合
及
び
酪
農
振
興
会
に
提

供
し
、
受
精
卵
を
用
い
た
乳
肉
連
携
に
よ
る

和
牛
繁
殖
基
盤
の
更
な
る
強
化
と
低
コ
ス
ト

な
和
牛
生
産
体
制
の
構
築
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

家
畜
防
疫
に
つ
き
ま
し
て
は
、
家
畜
自
衛

防
疫
組
合
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
、
家
畜

伝
染
病
の
発
生
予
防
に
努
め
、
引
き
続
き
予

防
注
射
や
伝
染
病
検
査
を
支
援
す
る
と
共
に
、

農
場
周
辺
で
の
消
毒
の
徹
底
や
関
係
者
以
外

の
立
入
制
限
な
ど
、
飼
養
衛
生
管
理
の
指
導

と
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

毎
年
農
作
物
に
多
く
の
被
害
を
与
え
て
お

り
ま
す
エ
ゾ
シ
カ
や
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
の
有

害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

新
冠
町
、
日
高
町
、
平
取
町
で
構
成
す
る
「
日

高
西
部
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会
」
の
事

業
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
捕
獲
ワ
ナ
や

電
気
柵
の
設
置
を
推
進
し
、
農
業
被
害
の
軽

減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
被
害
額
の
著
し
い
エ
ゾ
シ
カ
に
つ

き
ま
し
て
は
、
年
間
を
通
じ
て
有
害
駆
除
期

間
に
設
定
し
猟
友
会
新
冠
分
会
の
協
力
を
頂

き
な
が
ら
駆
除
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
林
業
の
振
興
に
つ
い
て
で
す
が
、
森

林
は
循
環
利
用
を
可
能
と
す
る
貴
重
な
財
産

で
あ
る
と
共
に
、
安
全
な
国
土
の
形
成
や
自

然
環
境
の
保
全
、
さ
ら
に
は
地
球
温
暖
化
防

止
に
も
貢
献
す
る
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に

密
接
に
関
わ
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
長
期
的

な
視
点
に
立
っ
た
適
切
な
管
理
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

町
有
林
に
つ
き
ま
し
て
は
、
森
林
経
営
計

画
に
基
づ
き
、
伐
期
を
迎
え
た
若
園
地
区
の

カ
ラ
マ
ツ
１
０
・
１
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
皆
伐
の

ほ
か
、
植
栽
、
下
刈
り
及
び
間
伐
な
ど
を
継

続
的
に
実
施
し
、
森
林
資
源
の
有
効
活
用
や

将
来
に
わ
た
る
森
林
機
能
の
維
持
の
た
め
の

事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

民
有
林
に
つ
き
ま
し
て
は
、
森
林
所
有
者

の
計
画
的
な
森
林
整
備
を
促
進
す
る
た
め
「
民

有
林
振
興
対
策
事
業
」
な
ど
の
啓
発
に
努
め
、

引
き
続
き
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
で
す
が
、

沿
岸
漁
業
を
主
体
と
す
る
当
町
に
と
っ
て
、

限
ら
れ
た
資
源
と
漁
場
を
有
効
に
活
用
し
、

資
源
回
復
や
生
産
増
大
に
向
け
た
取
り
組
み

が
重
要
で
あ
り
、
漁
業
協
同
組
合
や
関
係
団

体
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
安
定
生
産
に

向
け
た
資
源
づ
く
り
と
資
源
管
理
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

主
力
と
な
る
タ
コ
漁
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
の
支
援
に
よ
り
整
備
さ
れ
る
タ
コ
産
卵
礁
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１
日
４
便
（
１
往
３
復
）
と
し
て
更
に
利
便

性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

そ
し
て
、
泉
線
１
日
５
往
復
10
便
の
運
行

区
域
に
お
き
ま
し
て
は
、
同
路
線
を
廃
止
の

う
え
、
新
た
に
通
学
や
通
勤
、
利
用
者
数
が

多
い
健
康
推
進
バ
ス
、
新
ひ
だ
か
町
静
内
地

区
医
療
機
関
送
迎
な
ど
の
利
用
機
能
を
付
加

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
、
新
年
度
４
月

１
日
か
ら
運
行
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

新
た
な
運
行
に
つ
い
て
、
通
学
通
勤
便
と

し
て
、
市
街
地
に
お
い
て
Ｊ
Ｒ
及
び
道
南
バ

ス
と
接
続
す
る
朝
１
便
、
夕
方
２
便
で
、
そ

れ
ぞ
れ
往
路
及
び
復
路
に
も
乗
車
を
可
能
と

し
ま
す
の
で
３
往
復
６
便
と
な
り
、
こ
れ
を

車
両
２
台
で
２
路
線
運
行
し
ま
す
。
な
お
、

日
曜
日
と
年
末
年
始
は
運
休
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

日
曜
日
限
定
便
と
し
て
、
現
道
南
バ
ス
泉

線
の
運
行
経
路
に
よ
り
、
市
街
地
に
お
い
て

Ｊ
Ｒ
及
び
道
南
バ
ス
と
接
続
す
る
朝
１
便
、

夕
方
１
便
で
、
そ
れ
ぞ
れ
往
路
及
び
復
路
に

も
乗
車
を
可
能
と
し
ま
す
の
で
２
往
復
４
便

を
運
行
し
ま
す
。

現
行
の
健
康
推
進
バ
ス
機
能
を
保
持
し
た

便
と
し
て
、
運
行
経
路
は
現
状
の
ま
ま
新
冠
温

泉
発
着
で
、
こ
れ
ま
で
３
地
区
で
週
２
日
で

あ
っ
た
も
の
を
、
車
両
２
台
の
運
行
に
よ
り
週

４
日
に
増
や
す
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
往
路
及

び
復
路
に
も
乗
車
を
可
能
と
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
利
用
対
象
者
に
制
限
は
設
け
ま

せ
ん
の
で
、
町
内
外
の
ど
な
た
で
も
利
用
し

て
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
乗
車
料
金
は
、

一
律
２
０
０
円
で
小
人
及
び
障
害
者
は
半
額

と
し
、
町
民
に
限
定
し
て
、
75
歳
以
上
の
方

に
交
付
し
て
い
る
寿
バ
ス
券
（
無
料
バ
ス
券
）

の
適
用
、
町
内
医
療
機
関
へ
の
通
院
や
温
泉

利
用
者
に
対
す
る
健
康
推
進
バ
ス
券
の
発
給

に
よ
る
無
料
化
、
通
学
生
に
対
す
る
乗
車
証

の
交
付
に
よ
る
無
料
化
、
小
学
生
か
ら
高
校

生
ま
で
を
対
象
と
す
る
青
少
年
バ
ス
券
の
発

給
に
よ
る
無
料
化
を
図
り
、
こ
れ
ま
で
の
サ
ー

ビ
ス
を
継
続
す
る
ほ
か
、
通
学
費
の
市
街
地

と
山
間
地
域
の
格
差
是
正
や
、
保
護
者
の
送

迎
負
担
軽
減
と
青
少
年
が
自
ら
町
内
を
移
動

し
て
社
会
活
動
な
ど
に
参
加
で
き
る
環
境
に

も
配
慮
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
新
ひ
だ
か
町
静
内
地
区
医
療
機

関
の
送
迎
便
と
し
て
、
75
歳
以
上
の
町
民
を
対

象
に
、
健
康
推
進
バ
ス
機
能
便
の
新
冠
温
泉
か

ら
延
伸
す
る
形
で
、
無
料
で
運
行
し
ま
す
。
な

お
、
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始
は
医
療
機
関
が

休
診
の
た
め
運
行
い
た
し
ま
せ
ん
。

日
高
食
肉
流
通
セ
ン
タ
ー
の
操
業
開
始
に
つ

い
て日

高
食
肉
流
通
セ
ン
タ
ー
は
、
昨
年
４
月

に
施
設
本
体
の
建
設
工
事
が
着
工
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
後
は
、
予
定
ど
お
り
工

事
が
進
め
ら
れ
、
本
年
４
月
20
日
頃
か
ら
は
、

本
体
施
設
や
各
種
設
備
等
に
つ
い
て
、
関
係

機
関
の
検
査
等
を
受
け
る
な
ど
の
必
要
と
な

る
手
続
き
を
進
め
、
５
月
15
日
に
は
竣
工
式

を
執
り
行
い
、
そ
の
後
、
操
業
を
開
始
す
る

予
定
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
の
た
め
の
交
付

金
に
つ
い
て

本
交
付
金
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
法
に
基
づ
き
、
市
町
村
が
策
定
す
る
地
方

版
総
合
戦
略
や
策
定
に
先
行
し
て
実
施
す
る

事
業
に
要
す
る
費
用
に
対
し
、
国
が
交
付
金

を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
版
総
合
戦

略
の
円
滑
な
策
定
と
優
良
施
策
の
実
施
を
支

援
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
地
方
創
生
先

行
型
」
と
、
地
域
に
お
け
る
消
費
喚
起
や
こ

れ
に
直
接
効
果
を
有
す
る
生
活
支
援
を
推
進

す
る
た
め
の
事
業
に
要
す
る
費
用
に
対
し
、

国
が
交
付
金
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
緊

急
経
済
対
策
の
速
や
か
か
つ
着
実
な
実
行
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
地
域
消
費
喚
起
・

生
活
支
援
型
」
の
二
つ
の
交
付
金
が
創
設
さ

れ
、
平
成
26
年
度
の
補
正
予
算
と
し
て
執
行

さ
れ
ま
す
。

当
町
に
対
す
る
交
付
金
の
限
度
額
は
、「
地

方
創
生
先
行
型
」
が
２
７
１
７
万
２
千
円
で
、

内
１
千
万
円
が
地
方
版
総
合
戦
略
策
定
費
用

に
充
当
で
き
る
限
度
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、「
地
域
消
費
喚
起
・
生
活
支
援
型
」
は

１
５
６
８
万
６
千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

地
方
創
生
に
あ
た
っ
て
は
、
地
方
で
安
定

し
た
雇
用
を
創
出
し
て
、
若
者
の
転
出
を
抑

制
す
る
と
と
も
に
、
都
市
圏
か
ら
の
転
入
を

促
進
す
る
こ
と
、
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
こ
と
、
時
代
に

合
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、
安
心
な
暮
ら
し
を

守
る
と
と
も
に
、
地
域
と
地
域
が
連
携
す
る

こ
と
な
ど
、
国
家
的
な
戦
略
の
も
と
２
０
６
０

年
に
１
億
人
程
度
の
人
口
を
確
保
す
る
と
い

う
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
旗
印
に
、
当
町
に
お
い

て
も
地
方
版
総
合
戦
略
を
策
定
し
、
各
種
施

策
を
展
開
し
て
行
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
日
高
線
の
復
旧
状
況
に
つ
い
て

去
る
１
月
７
日
に
北
海
道
を
通
過
し
た
低

気
圧
に
伴
う
波
浪
の
影
響
に
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
日

高
線
、
鵡
川
～
様
似
間
１
１
６
キ
ロ
の
う
ち
、

厚
賀
～
大
狩
部
区
間
に
お
い
て
護
岸
根
固
め

工
の
一
部
が
損
壊
し
、
線
路
海
側
の
盛
土
が

次
に
社
会
教
育
に
つ
い
て
で
す
が
、
当
町

は
、
レ
・
コ
ー
ド
館
を
中
心
と
し
た
特
徴
あ

る
社
会
教
育
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
が
、

レ
・
コ
ー
ド
館
は
平
成
29
年
に
開
館
か
ら
20

年
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
節
目
の
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
館

運
営
の
あ
り
方
や
収
集
レ
コ
ー
ド
の
活
用
方

法
な
ど
に
つ
い
て
、
今
一
度
検
討
を
加
え
る

時
期
で
あ
る
と
考
え
ま
す
の
で
、
教
育
委
員

会
と
の
連
携
の
も
と
、
協
議
に
着
手
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
町
民
が
生
き
る
力
を
育
み
、
生
き

が
い
を
実
感
で
き
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年

齢
層
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
、
文
化
活

動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
で
、

社
会
教
育
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑦
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り

ま
ち
の
根
幹
を
成
す
人
口
の
確
保
に
つ
い

て
で
す
。
平
成
19
年
度
か
ら
宅
地
開
発
や
住

宅
取
得
促
進
な
ど
、
居
住
基
盤
に
重
点
を
置

い
た
「
定
住
移
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

推
進
し
、
そ
の
成
果
と
し
て
町
外
か
ら
の
移

住
者
増
加
に
よ
り
、
転
入
と
転
出
の
差
に
あ

た
る
社
会
減
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
一
方
、

少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、
出
生
と
死
亡

の
差
に
あ
た
る
自
然
減
が
大
き
く
な
っ
て
き

て
お
り
、
総
体
的
に
は
人
口
減
少
が
鈍
化
し

て
い
る
状
況
で
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
も
引
続
き
中
古
住
宅
を
含
む
住
宅

取
得
に
対
す
る
助
成
や
、
高
齢
者
な
ど
の
持

家
か
ら
の
住
替
え
支
援
、
空
家
対
策
を
含
む

中
古
住
宅
の
流
通
活
性
化
に
取
り
組
む
と
共

に
、
昨
年
度
補
助
金
を
交
付
し
た
移
住
者
向

け
民
間
賃
貸
住
宅
と
、
本
年
５
月
か
ら
操
業

開
始
と
な
る
日
高
食
肉
流
通
セ
ン
タ
ー
従
業

員
の
町
内
居
住
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
な
ど
、

定
住
人
口
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
平
成
27
年
度
に
お
け
る
町
政
執
行

に
臨
む
に
あ
た
っ
て
の
、
私
の
所
信
と
主
な
施

策
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
々
変
化
を
続
け
る
社
会
情
勢
下
で
、
行

政
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
多
様
化
す
る
中
、

本
年
度
は
「
地
方
創
生
」
の
初
年
度
で
も
あ
り
、

地
方
は
今
ま
で
に
増
し
て
行
政
運
営
に
磨
き

を
か
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
先
人

た
ち
の
流
し
た
汗
や
労
苦
に
よ
っ
て
発
展
し

て
き
た
私
た
ち
の
「
ま
ち
」
を
「
住
ん
で
き

て
良
か
っ
た
」「
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い
」

と
感
じ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
「
ま
ち
」
づ

く
り
が
、
私
た
ち
の
最
大
の
責
務
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
と
協
力
し
あ
い
、
一
体
と
な
っ
た
町
づ
く

り
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
い
「
小
さ
く

て
も
キ
ラ
リ
と
光
る
ま
ち
」「
小
さ
い
か
ら
こ

そ
で
き
る
心
あ
た
た
か
い
ま
ち
」
の
実
現
に

向
け
、
全
力
で
町
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
議
会
議
員
の
皆

さ
ん
を
は
じ
め
町
民
の
皆
さ
ん
、
関
係
機
関
並

び
に
関
係
諸
団
体
の
皆
さ
ん
の
特
段
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
あ
げ
、
平
成

27
年
度
の
町
政
執
行
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

宮
城
県
山
元
町
へ
の
職
員
派
遣
に
つ
い
て

宮
城
県
山
元
町
へ
の
職
員
の
派
遣
に
つ

き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
２
名
の
職
員
を
派

遣
し
復
興
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ

の
支
援
に
対
し
、
平
成
25
年
５
月
宮
城
県
知

事
よ
り
感
謝
状
が
新
冠
町
に
贈
呈
さ
れ
る

な
ど
当
町
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
被
災
地
の

深
い
謝
意
を
も
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い

る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、

山
元
町
長
よ
り
復
興
に
従
事
す
る
職
員
の

不
足
に
つ
い
て
、
そ
の
窮
状
と
支
援
を
求
め

る
旨
の
依
頼
が
あ
り
、
再
度
職
員
の
派
遣
を

決
断
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

当
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
８
月
よ
り
、

ふ
る
さ
と
納
税
者
に
対
し
特
産
品
を
お
贈
り

し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
２
月
末
時
点
で
、

納
税
者
３
３
４
０
人
、
納
税
額
４
千
万
円
の

ふ
る
さ
と
納
税
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
産
業
振
興
と
地
場
産
品
の
Ｐ

Ｒ
に
努
め
て
行
く
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

道
南
バ
ス
泉
線
廃
止
と
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
行
開
始
に
つ
い
て

町
で
は
平
成
21
年
２
月
に
、
法
律
に
基
づ

く
「
新
冠
町
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
」

を
設
置
し
、
町
内
全
域
を
対
象
と
し
て
、
地

域
の
実
情
に
即
し
た
利
便
性
が
高
く
、
効
率

的
で
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
の
在
り
方

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
か
ら
は
、
西
新
冠
地
区
に
お

い
て
既
存
の
道
南
バ
ス
路
線
１
日
２
便
（
１

往
復
）
を
廃
止
の
う
え
、
新
た
に
自
宅
送
迎

型
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
（
予
約
運
行
バ
ス
）
１

日
３
便
（
１
往
２
復
）
を
独
自
に
運
行
し
、

利
用
者
数
は
以
前
の
３
倍
、
運
行
経
費
は
約

３
割
削
減
と
い
う
成
果
を
上
げ
て
お
り
ま
す

し
、
新
年
度
か
ら
は
、
運
行
を
１
便
増
や
し

平成 27年度町政執行方針・第１回定例会

また、年度内に何度でも申込み可能となっております。

【ご注意】

※ご寄附者様の住所・電話番号・お名前などの個人情報を特典協力企業へ提供させていただきますのでご了承

くださ

　　　新冠町では町外の方から１万円以上のご寄附をいただいた際に、感謝の気持ちとして

　　　１万円のご寄附につき１口の特典を差し上げます。

　　　２口（２万円のご寄附）の特典もご用意しております。３万円以上のご寄附の場合は、１口の特典と２口

　　　の特典の組み合わせや、１口の特典や２口の特典のみのご希望も可能です。

町外から１万円以上ご寄附をいただいた皆さまへ新冠町の特産品を差し上げます！

新冠町

ふるさと納税特典カタログ

　　ください。

※旬の時期がある特産品等については、発送可能期間以降の申込みについては、翌年の発送可能月に送付と

　　なります。通年発送の品は随時発送いたします。

※特典の写真については実際の品物を撮影したものですが、実物とは多少印象が異なる場合がありますのでご

　　了承ください。

※新冠町の魅力を町外にＰＲする観点から、特典の送付は町外からのご寄附者様のみを対象とさせていただきます。

む
す
び
に

本格運行が始まったコミュニティバス

ふるさと納税のカタログ

建設工事が進む日高食肉流通センター

議　会
-第１回定例会 -

　３月４日に招集された第４回定例町議会は、12 日、

全日程を終えて閉会しました。

　定例会では、小竹町長、杉本教育長の行政報告、補正

予算などが審議されました。町長と教育長の行政報告

(抜粋 )について、お知らせします。

町
長
行
政
報
告

第１回定例会
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流
出
し
全
線
運
休
と
な
り
、
通
院
や
通
学
に

利
用
し
て
い
る
住
民
生
活
に
支
障
を
及
ぼ
す

事
態
と
な
り
ま
し
た
。

１
月
13
日
か
ら
一
部
バ
ス
代
行
に
よ
る
輸

送
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
が
不
便
な
状
態
は

解
消
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
春
に
は

観
光
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
関
係
者

の
不
安
が
日
増
し
に
大
き
く
な
る
中
、
日
高

町
村
会
及
び
日
高
総
合
開
発
期
成
会
と
し
て
、

Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
対
し
て
「
Ｊ
Ｒ
日
高
線
の
早

期
全
面
復
旧
に
関
す
る
緊
急
要
望
」
を
２
月

25
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

当
町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
日
高
管
内
全

体
に
及
ぶ
問
題
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も

日
高
町
村
会
及
び
日
高
総
合
開
発
期
成
会
を

主
体
と
し
て
、
早
期
の
全
面
復
旧
に
向
け
て

活
動
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

新
冠
町
戦
没
者
慰
霊
祭
の
主
催
に
つ
い
て

新
冠
町
戦
没
者
慰
霊
祭
に
つ
い
て
は
、
主

催
者
で
あ
り
ま
す
新
冠
町
遺
族
会
か
ら
会
員

の
高
齢
化
に
加
え
、
会
員
が
減
少
し
て
お
り
、

主
催
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
平
成
27
年
度
か
ら
は
、
町
が
主
催
し

開
催
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
報

告
申
し
上
げ
ま
す
。

新
ひ
だ
か
町
立
静
内
病
院
「
婦
人
科
」
の
状

況
に
つ
い
て

平
成
26
年
５
月
１
日
か
ら
新
ひ
だ
か
町
と

共
同
運
営
し
て
お
り
ま
す
町
立
静
内
病
院
婦
人

科
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
婦
人
科
の
診
療
体
制
と
診
療
内
容

で
あ
り
ま
す
が
、
常
勤
医
師
１
名
、
助
産
師

並
び
に
看
護
師
そ
れ
ぞ
れ
１
名
の
計
３
名
体

制
で
、
毎
週
火
、
水
、
木
曜
日
を
常
勤
医
師

に
よ
る
診
療
と
金
曜
日
を
助
産
師
に
よ
る
予

約
制
の
助
産
師
外
来
に
よ
り
、
妊
娠
32
週
ま

で
の
定
期
健
診
の
ほ
か
、
婦
人
科
一
般
診
療

と
子
宮
ガ
ン
検
診
な
ど
行
っ
て
お
り
ま
す
。

婦
人
科
全
体
の
受
診
者
数
は
当
初
計
画
し
て

お
り
ま
し
た
延
べ
２
１
０
０
名
を
上
回
る
延

べ
３
１
９
１
名
の
受
診
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
新
冠
町
民
の
状
況
で
す
が
、
妊
婦

健
診
67
名
、
子
宮
ガ
ン
検
診
８
名
、
さ
ら
に
、

４
Ｄ
エ
コ
ー
検
査
７
名
の
、
合
わ
せ
て
延
べ

82
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

農
業
支
援
員
の
就
農
状
況
に
つ
い
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
農
業
支
援
員
事
業

は
、
事
業
開
始
か
ら
、
こ
れ
ま
で
３
名
の
方

が
農
業
支
援
員
を
卒
業
さ
れ
ま
し
た
。

１
名
の
方
は
、
里
平
地
区
で
ピ
ー
マ
ン
栽

培
を
主
体
と
す
る
野
菜
農
家
と
し
て
独
立
就

農
さ
れ
、
営
農
初
年
度
を
無
事
終
え
ら
れ
た

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
２
名
の
方
に
つ
い
て
は
将
来
の
独

立
に
向
け
て
、
町
内
の
農
業
生
産
法
人
等
に

雇
用
就
農
さ
れ
、
農
業
技
術
の
取
得
に
日
々

ご
努
力
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
こ
の
う
ち
１
名
に
つ
い
て
は
本
年
夏
頃

か
ら
独
立
就
農
の
準
備
に
入
る
予
定
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
事
業
に
向
け
ま
し
て
、
新
た

に
２
名
の
支
援
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
応
募
件
数
が
少
な
く
、
１
名
の
み
採
用

を
決
定
し
て
い
る
状
況
で
す
。
こ
れ
に
３
年

目
と
な
る
支
援
員
２
名
、
２
年
目
１
名
を
加

え
た
５
名
の
体
制
で
新
年
度
を
迎
え
る
予
定

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
募
集
に
つ
い
て
は
引
き

続
き
行
い
、
人
員
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

本
制
度
は
事
業
開
始
か
ら
丸
４
年
と
な
り
、

平
成
27
年
度
末
に
は
３
期
生
が
研
修
を
修
了

い
た
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
も
見
直
し
を
加

え
な
が
ら
制
度
を
運
用
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
改
め
て
制
度
全
般
の
検
証
を
行
い
、
充

実
し
た
担
い
手
対
策
と
な
る
よ
う
努
め
て
行

く
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

新
冠
町
和
牛
セ
ン
タ
ー
の
運
営
状
況
に
つ
い
て

当
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
24

年
４
月
か
ら
施
設
を
稼
働
し
、
平
成
25
年
12

月
以
降
は
施
設
の
収
容
定
数
を
満
た
す
76
頭

で
運
用
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
か
ら
こ
れ
ま
で
に
新
冠
町
和
牛

生
産
改
良
組
合
に
所
属
す
る
生
産
者
の
67
％

に
あ
た
る
24
戸
に
利
用
さ
れ
、
２
月
末
現
在

で
50
頭
の
一
般
出
荷
を
終
え
て
お
り
ま
す
。

出
荷
し
た
枝
肉
成
績
は
、
５
等
級
率
が

82
％
、
４
等
級
を
含
む
上
物
率
で
は
１
０
０
％

の
成
績
を
継
続
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
５
頭

は
最
高
級
の
肉
質
を
示
す
脂
肪
交
雑
№
12
番

の
評
価
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
セ
ン
タ
ー
で
の

衛
生
管
理
や
預
託
牛
の
観
察
の
徹
底
を
図
り

な
が
ら
、
育
種
価
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
迅
速

な
和
牛
改
良
に
努
め
、
素
牛
産
地
と
し
て
の

定
着
と
生
産
者
の
所
得
向
上
に
努
め
て
ま
い

る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

学
校
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

「
教
育
委
員
会
委
員
の
活
動
」
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
が
、
本
年
度
よ
り
、
教
育
委
員
研

修
に
加
え
１
月
に
２
回
の
自
主
的
な
研
修
を

行
い
、
ま
た
、
１
月
15
日
に
は
町
内
の
各
小

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
の
今
年
度
第
２
回
目

と
な
る
教
育
懇
談
を
行
い
、
学
力
、
体
力
の

向
上
に
向
け
た
家
庭
で
の
取
組
に
つ
い
て
懇

談
を
し
て
お
り
ま
す
。
２
月
３
日
・
６
日
に
は
、

第
２
回
目
と
な
り
ま
す
学
校
訪
問
行
い
ま
し

た
。次

に
、
新
冠
中
学
校
卒
業
生
進
路
希
望
状

況
と
平
成
27
年
度
学
級
編
制
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
が
、
進
路
希
望
状
況
で
は
、
進
学
希
望
者

は
47
名
で
就
職
希
望
者
に
つ
い
て
は
お
り
ま
せ

ん
、
な
お
、
３
月
４
日
・
５
日
に
公
立
高
校
の

学
力
検
査
が
行
わ
れ
、
合
格
発
表
は
３
月
17
日

の
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
次
に
学
級
編
制

に
つ
い
て
で
す
が
、
次
年
度
の
児
童
数
は
、
小

学
校
全
体
で
３
０
７
名
と
な
り
前
年
度
よ
り
２

名
の
減
、
中
学
校
の
生
徒
数
は
１
５
７
名
で
６

名
の
増
と
な
り
ま
す
。

豊
か
な
心
身
の
育
成
に
つ
い
て
で
は
、
先

日
、
平
成
26
年
度
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、

運
動
習
慣
等
調
査
の
北
海
道
版
結
果
報
告
書

が
配
付
さ
れ
、
当
町
の
小
学
校
に
お
け
る
調

査
結
果
で
は
、
全
般
的
に
北
海
道
、
全
国
平

均
と
あ
ま
り
差
異
の
無
い
状
況
で
あ
り
ま
し

た
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
２
月
に
発
行

い
た
し
ま
し
た
教
育
委
員
会
だ
よ
り
第
６
号

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

三
つ
目
は
、
体
罰
に
係
る
実
態
調
査
に
つ

い
て
で
す
。
全
国
の
小
中
学
校
を
対
象
に
し

た
体
罰
の
状
況
に
つ
い
て
実
態
調
査
が
実
施

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
調
査
か
ら
２
件
の

事
案
が
あ
り
ま
し
た
が
、
聴
き
取
り
の
調
査

を
実
施
し
た
結
果
、
指
導
の
範
囲
内
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
実
態
が
無
か
っ
た
旨
報
告
し

て
お
り
ま
す
が
、
現
在
、
継
続
調
査
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

大
き
な
４
点
目
、
教
師
の
指
導
力
と
信
頼

さ
れ
る
学
校
づ
く
り
に
つ
い
て
、
教
育
の
情

報
化
環
境
整
備
の
充
実
と
活
用
を
図
る
目
的

に
よ
り
本
年
度
か
ら
立
ち
上
げ
ま
し
た
Ｉ
Ｃ

Ｔ
委
員
会
の
第
３
回
目
を
開
催
し
、
ま
た
、

町
内
の
児
童
、
生
徒
の
体
力
向
上
を
目
的
と

し
た
体
力
向
上
委
員
会
を
第
３
回
目
の
委
員

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
て
、
調
査
結
果
を
分

析
し
、
向
上
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
協
議

を
し
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
本
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す

各
種
検
定
料
助
成
金
補
助
事
業
で
す
が
、
児

童
、
生
徒
、
保
護
者
か
ら
の
関
心
が
高
く
、

漢
字
検
定
、
英
語
検
定
、
あ
わ
せ
て
76
件
の

申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
学
力
向

上
を
図
る
目
的
に
よ
り
、
広
く
周
知
し
て
い

き
た
く
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

認
定
こ
ど
も
園
ド
・
レ
・
ミ
の
教
育
・
保
育

に
つ
い
て

認
定
こ
ど
も
園
ド
・
レ
・
ミ
で
は
、
家
庭
・

地
域
と
一
体
と
な
っ
て
開
か
れ
た
園
づ
く
り

を
目
指
し
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、「
ミ
ニ

ミ
ニ
発
表
会
」
を
２
月
13
日
に
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
フ
リ
ー
参
観
日
と
個
人
懇

談
の
実
施
に
よ
り
、
地
域
に
開
か
れ
た
園
づ

く
り
と
、
ひ
と
り
一
人
の
保
護
者
へ
の
子
育

て
支
援
に
努
め
て
い
ま
す
。
幼
小
連
携
の
取

組
に
つ
い
て
は
、
２
月
13
日
に
新
冠
小
学
校

１
年
生
の
生
活
科
授
業
の
一
環
と
し
て
実
施

さ
れ
た
幼
小
連
携
事
業
、「
わ
く
わ
く
祭
り
」

に
年
長
児
44
名
が
参
加
し
、
４
月
か
ら
の
就

学
に
向
け
、
良
い
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

社
会
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

１
点
目
は
「
レ
・
コ
ー
ド
館
の
活
動
」
で

あ
り
ま
す
。
例
年
当
町
で
冬
季
合
宿
を
実
施
し

て
い
る
札
幌
白
石
高
校
吹
奏
楽
部
が
、
１
月

14
日
に
町
民
還
元
の
取
組
み
と
し
て
「
ニ
ュ
ー

イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
２
月
20
日
に
は
昭
和
音
楽
大
学

と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
と
し
て
、
声

楽
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

２
点
目
に
「
社
会
教
育
に
係
る
取
組
」
に

つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
教
育
と
し
て

実
施
し
て
お
り
ま
す
「
い
き
い
き
大
学
」
は

２
月
26
日
に
本
年
度
、
全
７
回
の
日
程
を
終

え
、
修
了
式
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

３
点
目
に
「
青
少
年
に
係
る
取
組
」
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
。
１
月
６
日
か
ら
９
日
の

日
程
に
よ
り
、
新
冠
町
少
年
国
内
研
修
交
流

事
業
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

早
速
、
事
後
研
修
を
行
い
、
２
月
26
日
に
は
、

研
修
成
果
の
発
表
の
場
と
し
て
報
告
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た　

ま
た
、
１
月
11
日
に
は
、

新
冠
町
成
人
式
を
挙
行
し
、
47
名
の
新
成
人

が
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
て
お
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
２
月
21
日
か
ら
は
、
第
２
回
目
の
つ

う
が
く
合
宿
を
開
催
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

４
点
目
に
「
郷
土
資
料
館
の
取
組
」
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
。
３
月
１
日
に
「
幌
尻
岳

の
雄
大
な
自
然
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修
会

を
開
催
致
し
ま
し
た
。

５
点
目
に
「
図
書
プ
ラ
ザ
の
取
組
」
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
。
１
月
11
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館

に
お
い
て
、
森
み
つ
少
年
少
女
文
芸
賞
表
彰
式

を
行
い
、
審
査
の
結
果
、
文
芸
賞
７
作
品
、
特

別
賞
５
作
品
を
表
彰
し
て
お
り
ま
す
。

《
全
文
に
つ
き
ま
し
て
は
後
日
発
行
い
た
し

ま
す
「
教
育
委
員
会
だ
よ
り
」
に
掲
載
い
た

し
ま
す
。》

第１回定例会 第１回定例会

教
育
長
行
政
報
告

日高線の運休に伴う代行バスの運行

昨年新規就農した農業支援員卒業生

新冠町和牛センター新冠町少年国内研修交流事業

札幌白石高校吹奏楽部合同演奏会
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３
月
７
日
、
現
役
の
北
海
道
大

学
薬
学
部
の
教
授
と
学
生
３
名
が

レ
・
コ
ー
ド
館
を
訪
れ
、
町
内
の

小
中
学
生
と
保
護
者
に
対
し
、
化

学
の
実
験
教
室
と
大
学
生
活
に
つ

い
て
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
大
学
の
様
子
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
社
会
教
育

課
が
企
画
し
た
も
の
で
、
化
学
の

実
験
教
室
で
は
、
シ
ッ
プ
作
り
な

ど
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
興

味
を
引
き
つ
け
て
い
ま
し
た
。

　

３
月
1
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
で
、

一
昨
年
に
名
勝
ピ
リ
カ
ノ
カ
に
指

定
さ
れ
た
日
高
山
脈
の
主
峰
幌
尻

岳
の
学
習
会
が
開
か
れ
、
会
場
は

参
加
者
で
満
席
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
日
高

山
脈
の
成
り
立
ち
や
、
幌
尻
岳
の

登
山
に
つ
い
て
、
ま
た
、
高
山
植

物
の
紹
介
な
ど
を
行
い
、
新
冠
町

の
財
産
で
あ
る
幌
尻
岳
の
自
然
の

神
秘
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
解

説
し
ま
し
た
。

　

３
月
14
日
、ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
、
Ｎ
Ｉ
・
Ｓ
Ｐ
Ｏ
が
主
催
す
る

元
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
成

田
郁
久
美
（
旧
姓
大
懸
）
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
近
年
町
内
で
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団
が
結
成
さ
れ

る
な
ど
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
人
気
が

上
昇
し
て
い
る
こ
と
か
ら
企
画
さ

れ
た
も
の
で
、
参
加
者
は
、
プ
ロ

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
熱

心
に
練
習
し
て
い
ま
し
た
。

　

３
月
６
日
、
泉
生
活
館
で
、
農
業
支
援
員

田
川
岳
さ
ん
の
解
嘱
辞
令
交
付
式
が
行
わ

れ
、
研
修
期
間
中
の
受
け
入
れ
農
家
や
関
係

者
が
見
守
る
中
、
田
川
さ
ん
は
農
業
者
と
し

て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

田
川
さ
ん
は
、
平
成
24
年
か
ら
農
業
支
援

員
と
し
て
採
用
に
な
り
、
東
京
か
ら
家
族
６

人
で
町
に
移
り
住
み
研
修
を
積
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
昨
年
の
秋
か
ら
、
泉
地
区
に

ピ
ー
マ
ン
栽
培
用
の
ハ
ウ
ス
を
建
設
し
、
新

規
就
農
に
向
け
準
備
し
て
き
ま
し
た
。

　

式
の
中
で
、
田
川
さ
ん
は
、「
地
域
の
方

を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
こ

こ
ま
で
こ
れ

ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
精
一

杯
努
力
し
て

い
き
た
い
で

す
。」
と
感

謝
と
今
後
の

決
意
を
述
べ

ま
し
た
。

　

３
月
11
日
、
発
達
し
た
低
気
圧

の
影
響
で
町
内
全
域
が
大
雪
に
見

ま
わ
れ
、
太
陽
地
区
で
は
約
60
㎝

の
積
雪
を
観
測
し
ま
し
た
。

　

一
晩
で
降
っ
た
雪
は
特
に
山
間

部
で
多
く
、
ピ
ー
マ
ン
農
家
で
は
、

雪
の
重
み
で
ハ
ウ
ス
が
倒
壊
す
る

な
ど
の
被
害
が
で
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
街
地
で
も
道
路
の
除

雪
が
間
に
合
わ
な
い
状
況
が
丸
一

日
続
く
な
ど
、
町
民
生
活
に
影
響

が
で
ま
し
た
。

第
２
回
プ
ラ
ス
ワ
ン
セ
ミ
ナ
ー

北
大
生
に
聞
く
勉
強
と
大
学
生
活

Ｎ
Ｉ
・
Ｓ
Ｐ
Ｏ
主
催

成
田
郁
久
美
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

郷
土
資
料
館
ふ
る
さ
と
再
発
見
講
座

名
勝
ピ
リ
カ
ノ
カ
幌
尻
岳
学
習
会

農
業
支
援
員
の
田
川
さ
ん

２
組
目
の
就
農
者

季
節
外
れ
の
大
雪

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
倒
壊
な
ど
の
被
害

　

３
月
11
日
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
４
年
目
と
な
っ
た
こ
の
日
に
、

改
め
て
当
時
の
状
況
を
振
り
返
え

ろ
う
と
新
冠
小
学
校
で
特
別
授
業

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
実
際
に
被
災

地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
経
験

し
た
原
田
先
生
か
ら
ス
ラ
イ
ド
を

使
い
な
が
ら
津
波
被
害
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、
給
食
時

間
に
は
、
備
蓄
し
て
あ
っ
た
非
常

食
用
の
カ
レ
ー
を
食
べ
ま
し
た
。

　

３
月
９
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
研

修
室
で
、
日
高
中
部
青
年
会
議
所

主
催
の
講
演
会
が
開
か
れ
、
小
樽

あ
ん
か
け
焼
き
そ
ば
親
衛
隊
長
の

坂
田
理
氏
が
講
演
し
ま
し
た
。

　

坂
田
さ
ん
は
、
あ
ん
か
け
焼
き

そ
ば
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
当

時
の
小
樽
の
様
子
や
、
Ｂ-

１
グ

ラ
ン
プ
リ
で
入
賞
を
果
た
す
ま
で

の
地
域
の
人
た
ち
と
の
関
わ
り
や

や
苦
労
話
な
ど
を
ス
ラ
イ
ド
を

使
っ
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

３
月
20
日
、
町
の
指
定
金
融
機

関
で
あ
る
苫
小
牧
信
用
金
庫
よ
り
、

町
に
対
し
２
０
０
万
円
の
寄
附
が

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
町
長
室
を
訪
れ
た
中

屋
功
理
事
長
は
、「
こ
の
寄
付
金

を
地
方
創
生
の
取
り
組
み
に
係
る

資
金
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ

き
、
地
域
の
方
々
に
還
元
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
寄
附
の
意
向
を

小
竹
町
長
に
伝
え
、
目
録
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　

３
月
24
日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
平
成
26
年

度
最
後
の
乳
幼
児
健
診
が
行
わ
れ
、
乳
児
か

ら
３
歳
ま
で
の
子
ど
も
13
名
が
、
身
長
や
体

重
の
測
定
、
歯
科
検
診
、
発
達
相
談
や
医
師

に
よ
る
診
断
な
ど
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
、
親
子
が
絵
本
を
通
し

て
一
緒
の
時
間
を
過
ご
し
て
欲
し
い
と
、
図

書
プ
ラ
ザ
か
ら
絵
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
ぐ
っ
・
パ
」
に
よ
る

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
、

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
の
一
年
間
に
、
町
内
で
生
ま

れ
た
子
ど
も
の
数
は
41
名
と
昨
年
度
と
ほ
ぼ

同
数
で
、
役
場

保
健
福
祉
課

の
担
当
者
は
、

「
子
育
て
に
つ

い
て
の
問
題
や

悩
み
な
ど
が
あ

れ
ば
、
気
軽
に

相
談
し
て
欲
し

い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

３
月
20
日
、
特
別
講
師
の
シ
ブ
・

ブ
ル
ゾ
さ
ん
が
朝
日
小
を
訪
れ
、

１
・
２
年
生
児
童
に
対
し
、
表
現

遊
び
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
授
業
は
、
よ
り
深
い
表
現

運
動
の
経
験
と
国
際
交
流
を
目
的

に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
子
ど
も
た

ち
は
、
ブ
ル
ゾ
さ
ん
が
発
す
る
音

や
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
、
飛
ん
だ

り
、
跳
ね
た
り
、
走
っ
た
り
し
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
表
現

し
て
い
ま
し
た
。

３
・
11
東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年

新
冠
小
学
校
で
特
別
授
業

地
方
創
生
の
取
り
組
み
の
資
金
と
し
て

苫
小
牧
信
用
金
庫
よ
り
多
額
の
寄
附

日
高
中
部
青
年
会
議
所
主
催
講
演
会

小
樽
あ
ん
か
け
や
き
そ
ば
に
学
ぶ

乳
幼
児
健
診
と

平
成
26
年
度
出
生
数

フ
ラ
ン
ス
出
身
シ
ブ
・
ブ
ル
ゾ
さ
ん

朝
日
小
学
校
で
特
別
授
業
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「
た
ば
こ
の
害
」
と
聞
い
て
あ
な
た

が
思
い
つ
く
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

た
ば
こ
は
、
が
ん
や
心
臓
病
、
脳
卒
中
、
胃
・

十
二
指
腸
潰
瘍
、
歯
周
病
な
ど
、
様
々
な
病

気
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
害
が
あ

る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
て
も
「
自
分
の
体
の

問
題
だ
か
ら
」
と
片
付
け
て
し
ま
っ
て
は
い

ま
せ
ん
か
？ 

た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
が
、
知
ら
な
い
う

ち
に
た
ば
こ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
「
受
動
喫
煙
」
と
言
い
ま
す
。

受
動
喫
煙
の
理
由
は
大
き
く
２
つ
で
、
ひ

と
つ
は
、
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る
本
人
よ
り

も
多
く
の
有
害
物
質
を
吸
っ
て
し
ま
う
こ
と

で
す
。
た
ば
こ
の
先
か
ら
出
る
煙
は
フ
ィ
ル

タ
ー
を
通
ら
な
い
た
め
、
有
害
物
質
が
多
く

含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
喫
煙
者
が
吐
き
だ
す

煙
と
合
わ
せ
て
吸
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
受

動
喫
煙
者
は
喫
煙
者
の
約
２
～
４
倍
の
有
害

物
質
を
吸
い
こ
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

受
動
喫
煙
の
も
う
ひ
と
つ
の
問
題
は
、
女

性
や
子
ど
も
が
大
き
な
害
を
受
け
や
す
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

妊
婦
の
場
合
、
低
出
生
体
重
児
や
早
産
・

流
産
な
ど
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。
ま
た
、

生
ま
れ
て
き
た
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
も
、

乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
や

呼
吸
機
能
の
低

下
、
呼
吸
器
の

病
気
、
中
耳
疾

患
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。

吸
わ
な
い
も

　
吸
わ
せ
な
い
も

　
そ
れ
は
愛

よ
く
「
換
気
扇
の
下
で
吸
っ
て
い
る
か
ら

影
響
は
無
い
だ
ろ
う
」
と
考
え
る
方
が
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
間
違
い
で
す
。

料
理
中
に
換
気
扇
を
回
し
て
い
て
も
、
部

屋
中
に
お
料
理
の
良
い
に
お
い
が
す
る
の
と

同
じ
で
、
た
ば
こ
の
煙
の
害
も
完
全
に
排
除

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
ま
た
、

屋
外
で
吸
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
喫
煙
者
の

肺
や
衣
服
に
残
っ
た
有
害
物
質
が
、
周
り
の

人
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
大
切
な
人
を
守
る
た
め
に
、
そ

し
て
、
自
分
自
身
の
健
康
の
た
め
に
、
禁
煙

を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
禁
煙
の
ポ
イ
ン
ト
」

①
禁
煙
の
理
由
を
し
っ
か
り
と
持
つ

②
徐
々
に
本
数
を
減
ら
す
よ
り
、
思
い
切
っ

　
て
断
煙
を

③
冷
た
い
水
を
た
っ
ぷ
り
飲
む

④
一
日
数
回
、
ゆ
っ
く
り
と
深
呼
吸
を
す
る

⑤
食
後
は
早
め
に
食
卓
を
離
れ
る

⑥
運
動
、
気
分
転
換
の
習
慣
を
つ
く
る

⑦
ア
ル
コ
ー
ル
や
コ
ー
ヒ
ー
、
香
辛
料
な
ど

　
の
刺
激
物
を
避
け
る

⑧
食
事
は
満
腹
ま
で
食
べ
な
い

⑨
禁
煙
し
て
良
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る

⑩
５
日
の
壁
を
乗
り
越
え
る

●
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
グ
ル
ー
プ
健
康
推
進
係

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
３

あ
な
た
の
た
ば
こ
、誰
か
を
困
ら
せ
て
い
ま
せ
ん
か
？

介護ワンポイントアドバイス
　

今
年
度
も
、
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
「
年
齢

を
重
ね
て
も
介
護
が
必
要
な
状
態
と
な
ら
な
い
よ

う
に
」
次
の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
者
の
募

集
は
、
広
報
な
ど
を
通
じ
て
随
時
行
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
喜
楽
☆
お
た
っ
し
ゃ
塾
（
介
護
予
防
教
室
）

内
容　

介
護
が
必
要
と
な
ら
な
い
身
体
づ
く
り
と

　
　
　

し
て
運
動
を
行
っ
た
り
、
栄
養
や
口
腔

　
　
　

機
能
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

時
期　

①
７
～
９
月
、
②
10
～
12
月
③
１
～
３
月

　
　
　

そ
れ
ぞ
れ
、
週
１
回
ず
つ
全
10
回
実
施

場
所　

町
内
２
会
場

脳
の
元
気
ア
ッ
プ
教
室
（
認
知
症
予
防
教
室
）

内
容　

低
下
し
や
す
い
脳
の
機
能
（
記
憶
力
、
思

　
　
　

考
力
な
ど
）
を
鍛
え
る
た
め
に
、
脳
を
活

　
　
　

性
化
さ
せ
る
運
動
や
脳
ト
レ
を
行
い
ま
す
。

時
期　

５
・
７
・
９
・
11
月
（
全
４
回
）

場
所　

町
内
８
会
場

※
高
齢
者
に
関
す

る
困
り
事
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
新
冠

町
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
保
健

福
祉
課
介
護
支
援

係
）
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

155 介
護
支
援
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
平
成
27
年
度
事
業
に
つ
い
て
」

が
ん
予
防
で
い
き
い
き
ラ
イ
フ

　
　
～
健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う
～

昭
和
56
年
以
来
、
日
本
人
の
死
因
の
第
一
位
は

「
が
ん
」
で
す
。
国
民
の
３
人
に
１
人
が
が
ん
で
亡

く
な
り
、
２
人
に
１
人
が
が
ん
に
か
か
っ
て
い
ま

す
。
今
や
が
ん
は
国
民
病
の
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

誰
で
も
が
ん
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、

最
近
で
は
が
ん
の
原
因
の
多
く
は
、
た
ば
こ
や
飲

酒
、
食
事
な
ど
の
日
常
の
生
活
習
慣
に
か
か
わ
る

も
の
だ
と
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
が
ん
予
防
に
は
、

禁
煙
と
食
生
活
の
改
善
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

♪
が
ん
を
防
ぐ
生
活
習
慣
の
ポ
イ
ン
ト
♪

○
野
菜
や
果
物
を
積
極
的
に
と
る

緑
黄
色
野
菜
や
果
物
に
は
、
が
ん
予
防
に
効
果

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
カ
ロ
テ
ン
や
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
・
Ｅ
、
食
物
繊
維
な
ど
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
１
日
当
た
り
４
０
０
グ
ラ
ム
以
上
の
新
鮮

な
野
菜
と
果
物
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

○
禁
煙
す
る

タ
バ
コ
は
多
く
の
が
ん
の
発
症
リ
ス
ク
を
高
め

る
原
因
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
吸
っ
て
い
る
本
人

だ
け
で
な
く
、
周
囲
に
も
健
康
被
害
を
も
た
ら
し

ま
す
。
今
す
ぐ
に
禁
煙
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
熱
い
飲
食
物
、
保
存
加
工
肉
の
摂
取
は
控
え
め
に

熱
い
飲
食
物
は
な
る
べ
く
冷
ま
し
、
口
腔
や
食

道
の
粘
膜
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
な

ど
の
保
存
・
加
工
肉
を
と
り
過
ぎ
る
の
は
、
大
腸

が
ん
の
リ
ス
ク
を
あ
げ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
、

な
る
べ
く
控
え
ま
し
ょ
う
。

○
食
塩
の
摂
取
量
は
１
日
男
性
９
グ
ラ
ム
未
満
・

　
女
性
７
・
５
グ
ラ
ム
未
満
に

塩
分
の
取
り
過
ぎ
は
胃
が
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
高

血
圧
や
脳
卒
中
の
危
険
因
子
と
な
り
ま
す
。
現
在
、

成
人
で
は
１
日
平
均
で
約
11
グ
ラ
ム
摂
っ
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
塩
蔵
品
を
控
え
る
、
薄
味

を
心
掛
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

○
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

お
酒
を
飲
み
過
ぎ
る
と
、
口
腔
が
ん
や
咽
頭
が

ん
、
食
道
が
ん
、
肝
臓
が
ん
、
乳
が
ん
な
ど
に
な

る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
１
日
１
合
程
度
を

目
安
と
し
、
週
に
１
日
は
飲
ま
な
い
日
を
設
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

○
健
康
体
重
を
キ
ー
プ
す
る

肥
満
は
多
く
の
が
ん
を
促
進
さ
せ
る
危
険
因
子
。

Ｂ
Ｍ
Ｉ
18
・
５
～
25
未
満
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。

♪
が
ん
を
早
期
発
見
す
る
た
め
に
♪

近
年
の
が
ん
治
療
の
進
歩
で
、
多
く
の
が
ん
は

早
期
発
見
す
る
こ
と
で
治
癒
で
き
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
多
く
の
場
合
、
が
ん
は
相
当
進

行
し
た
段
階
で
初
め
て
症
状
が
で
て
く
る
こ
と
か

ら
、
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
は
難
し
い
病
気
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
が
ん
の
早
期
発
見
に
は
、
が
ん

検
診
は
、
と
て
も
有
効
な
方
法
で
と
言
え
ま
す
。

ま
た
、
が
ん
は
高
齢
者
に
多
い
病
気
で
す
が
、

が
ん
に
か
か
る
人
の
約
３
割
は
40
～
64
歳
ま
で
の

現
役
世
代
で
す
。
40
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
定
期
的
に

が
ん
検
診
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
グ
ル
ー
プ
健
康
推
進
係

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
３

めざせ！ N（新冠）K（健康）P（プロジェクト）

●保健福祉課保健福祉グループ介護支援係

　　　　　　　　　0146・47・2113（直通）

介護のことは、お気軽にご相談ください。

　　　　　　　介護支援係　仙波　明子

５月 ４月
静
内
保
健
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
　
☎
０
１
４
６
・
４
２
・
０
２
５
１

５月 ４月

月
　
日

健

康

カ

レ

ン

ダ

ー

８
日

（金）

22
日

（水）

26
日

（火）

14
日

（木）

12
日

（火）

28
日

（火）

14
日

（火）

13
時
30
分
～

　
　

15
時
30
分

13
時
00
分
～

　
　

16
時
00
分

受
付

13
時
00
分
～

受
付

９
時
45
分
～

受
付

13
時
00
分
～

受
付

13
時
00
分
～

受
付

13
時
00
分
～

受
付

９
時
45
分
～

受
付

13
時
00
分
～

時
　
間

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

女
性
の
健
康
相
談

１
歳
６
カ
月
・

３
歳
児
健
康
診
査

４
・
７
・
12
ヶ
月
児

健
康
診
査

フ
ッ
素
塗
布

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

１
歳
６
カ
月
・

３
歳
児
健
康
診
査

４
・
７
・
12
ヶ
月
児

健
康
診
査

フ
ッ
素
塗
布

事
　
業
　
名

※
要
予
約

（
４
月
30
日
ま
で
）

※
要
予
約

（
４
月
21
日
ま
で
）

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

場
　
所

婦
人
科
検
診

・
乳
が
ん
検
診

・
子
宮
頚
が
ん
検
診

・
子
宮
エ
コ
ー
検
査

特
定
健
診
・
が
ん
検
診

・
特
定
健
診

・
胃
が
ん
検
診

・
肺
が
ん
検
診

・
大
腸
が
ん
検
診

・
喀
痰
検
査

・
前
立
腺
が
ん
検
診

・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

・
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
検
査

検
査
項
目

平
成
27
年
度
　
特
定
健
診
・
各
種
検
診
の
日
程
お
知
ら
せ

２
月
20
日

（土）

７
月
25
日

（土）

２
月
12
日

（金） 

～ 

13
日

（土）

10
月
16
日

（金） 

～ 

18
日

（日）

６
月
12
日

（金） 

～ 

13
日

（土）

期
　
日

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

場
　
所

お喜楽☆おたっしゃ塾の様子
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新冠町コミュニティバス
メロディー号の運行について

　４月１日、２週間の試験運行を経て、新冠町コミュ

ニティバスの本格運行が始まりました。

　道南バスのダイヤ変更やコミュニティバスの走行

ルートの変更などに伴い、若干の修正がありましたが、

この度、最終的な運行ダイヤが確定し、町内の皆さん

には３月27日配布の町政事務文書で最終の時刻表を

配布させていただきました。

　乗り継ぎ方法や利用方法、乗車料金助成制度の内容

などについて、分からないことがある場合は、直接役
場の窓口に来ていただくか、電話で問い合わせいただ
ければ個別に案内いたしますので、お気軽にご相談く
ださい。

「メロディー号」の名付け親となった高橋さん親子
●問い合わせ先　企画課まちづくりＧ企画係

☎ 0146・47・2498

新冠町観光協会から
判官館ウォーキングのお知らせ

　新冠町観光協会では、昨年に引き続き、判官館ウォー

キングを実施します。今年はスタンプラリーが新設さ

れ、より楽しくご参加いただけます。係員の判官館に

関する説明とスタンプカードのヒントを基にキーワー

ドを完成すると、達成賞の贈呈もございます。

　昨年と同様に参加特典もございます。判官館の自然

を詳しく知るための、年に一度の機会でもありますの

で、皆さんのご参加をお待ちしております。

開 催 日　５月23日（土）　悪天候時は中止

参 加 費　500円

参加特典　飲料、地場土産、スタンプ達成賞

募集人数　200人

申込方法　申込用紙に必要事項を記載の上、観光協会

事務所へ郵送・ＦＡＸまたは持参ください。電話やメー

ルでの応募も承ります。

●問い合わせ先　新冠町観光協会　☎ 0146・45・7300

　町内の小中学校に新しい先生

が着任しましたので紹介します。

（後列左から）

①宮川　　淳（新冠中教諭）

②遠藤　明子（新冠中養護教諭）

③中村　　玲（新冠中教諭）

④遠藤　伸也（新冠中教諭）

⑤豊岡　大輔（朝日小教諭）

⑥岡田　行由（朝日小事務職員）

（前列左から）

①竹田　敦子（新冠小教諭）

②富樫　利明（新冠小教諭）

③岩井　慎吾（新冠小教諭）

④鈴木　利之（新冠中校長）

⑤川上　朝規（新冠小教諭）

⑥松田　早苗（新冠小教諭）

●問い合わせ先　管理課管理グループ総務係　☎ 0146・47・2498

教職員着任式　～新しい先生を紹介します～

　今年も夜間窓口と節婦移動窓口を開設します。窓口

では、各種町税や、水道料・住宅料・保育料などを納付

することができます。また、町税などの分割納付に係る

納税相談も受け付けます。平成 27年４月から９月まで

の日程は、次のとおりです。

◎夜間窓口について

・開設日について

・開設時間

　午後５時 15分から午後７時まで

・開設場所

　役場税務課窓口（役場庁舎１階４番窓口）

◎節婦移動窓口について

・開設日について

・開設時間

　午後１時 30分から午後４時 30分まで

　※ 25日開設日は、午後６時 30分まで開設しています。

・開設場所

　新冠消防第二分団庁舎

　（節婦分遣所）

●問い合わせ先

　税務課税務グループ納税係

　　　　 ☎ 0146・47・2115

　新冠町商工会では、町の支援を受けて町内消費を促

し、地域経済の活性化を目的とした「プレミアム商品

券（プレミアム 2015）」を発行します。この商品券は、

12,500 円分の商品券を 10,000 円で販売する 25％お得

な商品券です。町内でのお買い物やサービスのご利用

などに、ぜひご活用ください。

○発行冊数　6,000冊限定（先着順・売り切れ次第終了）

○商品内容　販売額10,000円で 12,500円分

　　　　　　※１冊に 500円商品券 25枚入り

○販売開始　平成 27年４月 20日 (月)　10：00から

○販売期間　平成27年４月20日(月)～５月20日(水)

○販売時間　午前 10時～午後２時

○販売場所　新冠町商工会特設会場

　　　　　　（本町多目的交流センター内）

○購入限度額　１人 10冊まで（100,000円まで）

○有効期限　平成 27年８月 31日（月）

○利用範囲　町内の取扱事業所でのみ利用できます。

○注意事項

①土日祝日は、販売いたしません。

②有効期限を過ぎると、商品券の使用はできません。

③購入限度は、購入できる上限の数です。限度額未満

　での購入でも構いません。

④次のものには利用できません。

　・プリペイドカードやお米券などの金券商品の購入

　・切手、官製はがきの購入

　・公共機関に支払う税金、上下水道料、保育料、

　　住宅料などの支払い

　・預貯金、金融債務の支払いなど

　・出資や有価証券などの購入

　・医療費、事業費としての支払い

　・電気料、電話料、ＮＨＫ受信料などの支払い

○アンケートのお願い

　本事業は、国の「地方好循環拡大に向けた緊急対策」

による「地域住民生活等緊急支援のための交付金」を

活用しており、プレミアム商品券発行による消費喚起・

誘発効果の測定を義務付けされております。

　このことから、商品券の購入の際にアンケート用紙

をお配りいたしますので、ご協力をお願いいたします。

●問い合わせ先　新冠町商工会

　☎ 0146・47・2547　FAX0146・47・3596

夜間窓口・節婦移動窓口のお知らせ

新冠町プレミアム商品券　４月20日販売開始！

４月15日(水)・30日(木) ７月15日(水)・30日(木)
５月 15日(金 ) ８月17日(月)・31日(月)
６月１日(月)・15日(月)・30日(火) ９月15日(火)・30日(水)

４月15日(水)・27日(月) ７月15日(水)・27日(月)
５月15日(金)・25日(月) ８月17日(月)・25日(火)
６月15日(月)・25日(木) ９月15日(火)・25日(金)

役場からのお知らせ
 － Niikappu Town Office Information － その１
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役場からのお知らせ
 － Niikappu Town Office Information －

教育委員会部局

出向・派遣

平成 27年度新規採用職員

前　職

国保診療所庶務係長兼医事係長
社会教育課生涯学習グループ社会教育係
管理課こども園グループ副主幹兼庶務係長
町民生活課町民生活グループ社会係
管理課こども園グループ園務係主任保育士
（定年退職後、再任用）
管理課こども園グループ園務係主任保育士
管理課こども園グループ園務係主任保育士
管理課こども園グループ園務係主任保育士

産業課商工労働水産係長
社会教育課生涯学習グループ社会教育係
社会教育課生涯学習グループ社会教育係主事
兼施設管理係主事

氏　名

小久保　卓
中屋　貴博
西川　宏幸
小室　直樹
田中　一江
小松由紀子
栗山たまみ
佐藤ゆかり
土井　牧子

湊　　昌行
新川　剛生
小林　元希

発令内容

管理グループ総務係長兼学校教育係長
管理グループ総務係兼学校教育係
管理グループ副主幹兼子育て支援係長
管理グループ子育て支援係
管理グループ子育て支援係主任
管理グループ子育て支援係主任
こども園グループ園務係主任
こども園グループ園務係主任
こども園グループ園務係主任

生涯学習グループ総括主幹
生涯学習グループ文化財係長兼社会教育係
生涯学習グループ社会教育係主任主事
兼施設管理係主任主事

課　名

管　理　課

社会教育課

前　職

保健福祉課保健福祉グループ総括主幹
出納室出納係長
保健福祉課保健福祉グループ医療給付係長
税務課税務グループ納税係

氏　名

丸本　明志
本郷　宏和
伊藤　美幸
岡井　朋哉

発令内容

日高中部消防組合新冠支署出向
宮城県山元町派遣
後期高齢者医療連合派遣
滞納整理機構派遣

３月 3 1 日付退職者

前　職

議会事務局長
町民生活課長
税務課収納対策本部長兼税務グループ総括主幹
社会教育課生涯学習グループ副主幹
税務課税務グループ収納対策本部主任
税務課税務グループ収納対策本部主任
特別養護老人ホーム施設介護係主任介護員
特別養護老人ホーム施設介護係介護員

保健福祉課保健福祉グループ健康推進係
特別養護老人ホーム管理栄養士

氏　名

大竹　　信
奥山　徳男
池田　博政
山岡　栄治
道政　　満
佐々木繁幸
服部　　誠
横井　　明
白井　　希
野口　詩織

保健福祉課保健福祉グループ

福祉係

渡辺　美輝

産業課産業グループ

畜産係

川口　和哉

税務課税務グループ

納税係

西野　恭平

総務課総務グループ

総務係

大澤　　駿

産業課産業グループ

農産係

中村　　瞬

社会教育課生涯学習グループ
社会教育係
高岸　　平

保健福祉課保健福祉グループ
健康推進係
土井　久美

国保診療所病棟詰所
看護師

中津川　絵里奈

特別養護老人ホーム恵寿荘
栄養管理室
東出　リカ

特別養護老人ホーム恵寿荘
施設介護係
荒木　祥次

国保診療所庶務係

兼医事係

永坂　　翔

職員の動き ４月１日付けで、機構改革と職員の人事異動がありましたのでお知らせします。

町長部局

前　職

管理課管理グループ総務係長兼学校教育係長
保健福祉課保健福祉グループ福祉係

税務課税務グループ賦課係
企画課まちづくりグループ企画係兼広報統計係

総務課総務グループ総括主幹
産業課産業グループ農産係

保健福祉課副主幹兼国保後期高齢者医療係長
農業委員会庶務係長
企画課観光係長
保健福祉課保健福祉グループ国保後期高齢者医療係主事

産業課産業グループ総括主幹兼林務係長
企画課まちづくりグループ広報統計係長
産業課産業グループ林務係兼商工水産労働係

税務課長
社会教育課生涯学習グループ総括主幹
税務課税務グループ副主幹兼納税係長
総務課総務グループ総務係

総務課総務グループ財政係

産業課産業グループ畜産係
（定年退職後、再任用）

管理課こども園グループ庶務係
国保診療所庶務係兼医事係

氏　名

新宮　信幸
千葉　　奨

斉藤　寿宣
吉田　綱平

佐渡　健能

白浜　啓三

鷹觜　　寧
泉澤　　匠
村本　拓司
早坂　　宏

坂本　　博
三宅　範正
田口　弘昭

宗元　真彦
田村　一晃
杉山　結城
小松　祐貴

上村　晃司

神山　一裕
坂井　敬子

小林　洋二

高城　　茜

発令内容

総務グループ総括主幹
総務グループ財政係

まちづくりグループ観光係長
まちづくりグループ広報統計係長

町民生活課長
町民生活グループ社会係

保健福祉グループ総括主幹
保健福祉グループ医療給付係長
保健福祉グループ国保後期高齢者医療係長
保健福祉グループ国保後期高齢者医療係主任主事

産業グループ総括主幹
産業グループ商工労働水産係長兼林務係
産業グループ林務係長兼商工水産労働係

税務課長兼収納対策本部長
税務課税務グループ収納対策本部次長
税務課税務グループ総括主幹兼納税係長
税務課税務グループ賦課係

出納室出納係長

庶務係長兼医事係長

国保診療所病棟詰所准看護師

特別養護老人ホーム施設介護係主任介護員
特別養護老人ホーム庶務係主任生活相談員

課　名

総　務　課

企　画　課

町民生活課

保健福祉課

産　業　課

税　務　課

出　納　室

国保診療所

老人ホーム

議会事務局

農業委員会

前　職

日高中部消防組合総務課長

氏　名

原田　和人

発令内容

議会事務局長

課　名

議会事務局

前　職

管理課管理グループ総務係兼学校教育係

氏　名

村田　祥之

発令内容

農業委員会庶務係長

課　名

農業委員会

その2
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今年もパークゴルフの季節がやっ

てきました。皆様のお越しをお待

ちしております。

オープン：４月15日（水）９時
管理棟TEL:0146-47-4466

新冠町西泊津ヒルズパーク・
パークゴルフ場オープン
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広報にいかっぷに

広告を掲載しませんか？

　料　金　一回 3000 円

　サイズ　４cm×５．５cm

　詳しくは、企画課まちづくりＧ

広報統計係までご連絡ください。

☎ 0146-47-2498

O A・文具
リバティーはしもと

あなたの町のカー&ライフサポーター！！

TEL. (47)-2820

株式会社　伊藤商会

ココロも満タンに

新冠SS (47)-3830新和SS (47)-5011

今月の一冊

　461 個の弁当は、

　　親父と息子の男の約束。
マガジンハウス / 渡辺俊美著

　二日酔いの朝も、早出の朝も…。

弁当慣れしない父が、毎朝高校生の

息子につくった弁当 461 食。

　著者と息子が過ごした弁当にまつ

わる日々のことを綴る。秘伝の調味

料、特製おかずのレシピなど、弁当

作りの極意も満載。

新着ガイド
なぜ日本人は戒名をつけるのか	 島田　裕巳

玉砕の島々	 平塚　柾緒

「イスラーム国」の脅威とイラク	 吉岡　明子

自分でできるやさしいお灸	 吉田　明代監修

インターネット・ゲーム依存症	 岡田　尊司

世界のホットドリンクレシピ	 誠文堂新光社編

まいにちの中高生のお弁当 250	 食のスタジオ

アンブラッセ	 阿刀田　高

北海道シネマの風景	「北の映像ミュージアム」推進協議会編

雪炎	 馳　星周

千春の婚礼	 平岩　弓枝

高倉健孤高の生涯	上・下	 嶋崎　信房

御松茸騒動	 朝井　まかて

サーカスナイト	 よしもと　ばなな

暗号名は「金沢」	 西村　京太郎

谷崎潤一郎の恋文	 谷崎　潤一郎

夜間開館のお知らせ

アニマル号（移動図書館車）運行日程

毎週水曜日は、夜間開館日です。
夜８時まで開館しています。

図書プラザからのお知らせ

☆イベントカレンダー
４月25日（土）１3：30～　びっくり箱のおはなし会

４月28日（火 )１0：30～　あかちゃん絵本の読み聞かせ

・主催　読み聞かせの会「びっくり箱」

・場所　レ・コード館図書プラザおはなしのへや

☆こどもの読書週間のお知らせ
　４月 23日の子ども読書の日からゴールデンウィー

クをはさんで５月 12日までは「こどもの読書週間」

です。期間中は図書プラザにおいても、こどもたちが

楽しめるよう各種事業を計画しておりますので、どう

ぞご来館ください。詳細については、次号のまなボー

ドでお知らせ致します。

☆図書プラザの利用登録はお済みですか？

図書プラザの本や雑誌、DVDを借りる場合には利用

登録が必要です。町内にお住まいの方は必要事項をご

記入いただくだけで、その場で登録し、利用者カード

をお渡しできます。（町外の方は身分証が必要です。）

０歳児から登録可能ですので、お気軽に図書プラザカ

ウンターへお申し出ください。

また、すでに利用登録をされている方で、住所や

電話番号を変更された場合もカウンターまでお知らせ

ください。

●問い合わせ先

　レ・コード館図書プラザ　☎ 0146・45・7777

10：10～ 10：30 朝日小学校

11：00～ 11：15 太陽郵便局

10：10～ 10：30 朝日小学校

10：45～ 11：00 こたにがわ学園

15：05～ 15：35 新冠小学校

15：40～ 15：55 にこにこクラブ（児童館）

16：00～ 16：30 認定こども園ド・レ・ミ

16：35～ 16：50 あいあい荘（東町生活館）

10：10～ 10：30 朝日小学校

11：00～ 11：30 おうるの郷

10：10～ 10：30 朝日小学校

11：00～ 11：15 太陽郵便局

12：50～ 13：20 認定こども園ド・レ・ミ

15：05～ 15：35 新冠小学校

15：40～ 15：55 にこにこクラブ（児童館）

16：00～ 16：15 あいあい荘（東町生活館）

４月 16 日

23 日

24 日

30 日

５月 14 日

15 日

ご寄附ありがとう
ございました。（敬称略）

●特別養護老人ホーム「恵寿荘」
　　　　　　　　　に役立ててと
☆藤原　則行 （古布１袋）
☆佐藤　順子 （古布２袋）
☆高橋　満郎 （大根 75kg）
☆芽呂女性部 （古布１袋）
☆小松　キミ 

（古布１箱・ティッシュ 10箱）
☆ボランティアグループちょぼら

（カット布６袋）

●国保診療所に役立ててと
☆浅野　ノブ （古布１箱）

新冠町社会福祉協議会へ
●香典返しに代えて
☆久　慈　英　俊 （30,000 円）
☆小　岩　ふ　き （20,000 円）
☆本　郷　和　彦 （30,000 円）
☆武　田　洋　一 （30,000 円）
☆小　泉　弘　明 （30,000 円）
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小竹町長の動静 : ３月分
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キラリと光る レ・コードなまち

今月号は、カット布を作り施設に寄贈する「ボランティアグループちょぼらの会」を紹介します。

○団体・サークル紹介○

【プロフィール】

　ボランティアグループちょぼらの会は、平成 14

年に新冠町女性国内研修で香川県大川町を訪問し

たメンバーが、自分たちにもできる活動をしよう

という思いから５名の会員で立ち上げたボラン

ティアグループで、今年で活動 13年目となります。

　研修先の大川町では、「ボランティア愛の会」と

交流させていただき、一年を通してパワフルに活

動するメンバーに刺激を受け、新冠町に戻ってか

ら自分たちにできる、町に役立てる活動は何かを

話し合いました。そんな時、国保病院や老人ホー

ムで、介護や掃除などで使用する小さな布切れを

必要としている話しを聞いたことから、古着やシー

ツなどの古布を小さく裁断したカット布を作り、

施設に寄贈する活動を始めました。

　メンバーは少しずつ入れ替わりながらも、今で

は活動が定着し、カット布の在庫が足りなくなる

と施設から連絡がくるという関係もできています。

これからも無理せず、おしゃべりをしながら、皆

で楽しく活動を続けていければと思います。

【古布寄贈のお願い】

　ちょぼらの会では、カット布を作るための古布

を集めています。色や柄は問いません。寄贈して

いただける方は、ご連絡をお願いします。

【活動内容】

　日時　毎月第３火曜日　９時～ 12時まで

　場所　本町多目的交流センター

　会費　年会費 1,000 円（会場費・ゴミ袋購入費））

【会員募集について】

　月に一度の活動です。専門的な技術は必要なく、

はさみがひとつあれば、一緒に活動ができますの

で、楽しくお話をしながら、ボランティア活動を

してみませんか。

（古布の寄贈・参加申し込みの連絡先：

　　　　　　　　　会長　下　邦子　☎ 47-3154）

人の

うごき

人 口 5,698 人 （前月比 － 29 人）

　男 2,749 人 （前月比 － ７人）

　女 2,949 人 （前月比 － 22 人）

世 帯 2,685世帯 （前月比 ＋ ５世帯）（平成 27 年３月末現在）

３月●１日、馬産地活性化要望挨

拶回り（東京都）●４日、全員協

議会、第１回定例会（～12日まで）

●６日、農業支援員解嘱辞令●

９日、教育委員辞令交付●13日、

新冠中学校卒業証書授与式、北海

道田園委員会（札幌市）●16日、

コミュニティバス「メロディー号」

お披露目式●17日、畜産クラス

ター●18日、国保連合会通常総

会（札幌市）●19日、札幌学院

大学生によるプレゼン● 20日、

日高軽種馬農業協同組合総代会

（新ひだか町）●23日、㈱新冠ヒ

ルズ取締役会●24日、北海道軽

種馬振興公社理事会（日高町）●

25日、北海道国保診療施設解説

者協議会（札幌市）●26日、北

海道漁業取締船「ほっかい」竣工

式（室蘭市）●27日、新冠地区

林野火災予防対策協議会●29日、

太陽自治会まちかどミーティング
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